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ＳＣＣＰ仕様 

 
 

 



 

 

技別１２－１

 

 

技術的条件集別表１２（ＳＣＣＰ仕様）の記述に関する留意事項 

 

１．本別表は、以下に示すＴＴＣ標準をベースドキュメントとし参照している。 

 

本標準の標準番号 ＴＴＣ標準の標準番号及び版数（制定月日）  

ＮＴＴ－Ｑ７１１ ＪＴ－Ｑ７１１ 第２版（１９９７年４月２３日） 

ＮＴＴ－Ｑ７１２ ＪＴ－Ｑ７１２ 第３版（１９９７年４月２３日） 

ＮＴＴ－Ｑ７１３ ＪＴ－Ｑ７１３ 第９版（２００５年８月２５日） 

ＮＴＴ－Ｑ７１４ ＪＴ－Ｑ７１４ 第３版（１９９７年４月２３日） 

 

２．本別表では、ＴＴＣ標準の規定と当社の規定に差分がある場合についてのみ、その具体

的内容を記述している。以下にＴＴＣ標準の規定に準拠した事項及び、ＴＴＣ標準の規定

との間に差分がある事項の表記方法を示す。 

 

       １）ＴＴＣ標準の規定に準拠している事項 

             【ＪＴ－Ｑ＊＊＊に準拠する】 

 

       ２）当社では規定していないが、ＴＴＣ標準で規定している事項 

             【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▽△を規定している】 

              ▽    ～ＴＴＣ標準規定の記述～   △ 

     

       ３）ＴＴＣ標準では規定していないが、当社で規定している事項 

              ▼       ～当社規定の記述～      ▲ 

             【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▼▲を規定していない】 

 

       ４）ＴＴＣ標準と当社とで規定が異なる事項。 

              ▼       ～当社規定の記述～      ▲ 

             【ＪＴ－Ｑ＊＊＊では▼▲の規定が異なる】 

    

       ５）ＴＴＣ標準では規定しているが、当社網、直接協定事業者網間では使用、あるいは適用しない事項 

             【規定しない】  

 

３．本別表で用いられる、用語、語句の意味は、ＴＴＣ標準の内容に準拠している。 

 

４．本別表のセクション番号は、ＴＴＣ標準のセクション番号に対応している。 

ただし、ＴＴＣ標準のセクション番号はＩＴＵ－Ｔのセクション番号に対応しており、

またＩＴＵ－Ｔでのみ規定されていて、ＴＴＣ標準、当社のどちらも規定していない事項

については、その記述を全て割愛してあるため、セクション番号が連続しない場合がある。 



ＮＴＴ－Ｑ７１１ 技別１２－２

ＮＴＴ－Ｑ７１１ 信号接続制御部（ＳＣＣＰ）の機能 

 

1. 序 論 【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】 

 

2. ＳＣＣＰで提供されるサービス 

【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】 

 

2.2 コネクションレスサービス 

【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】 

 

2.2.1 概 説 【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】 

2.2.2 コネクションレスサービスのプリミティブとパラメータ 

2.2.2.1 概 要 【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】 

2.2.2.2 パラメータ 

2.2.2.2.1 アドレス 【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】 

2.2.2.2.2 順序制御 【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】 

2.2.2.2.3 返送オプション 【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】 

 

2.2.2.2.4 返送理由 

「返送理由」パラメータはメッセージが最終着信先に送達されなかった理由を判別するのに用いる。 

「返送理由」は以下の値を取りうる。 

▼－アドレスの性質上翻訳不可 

 －特殊なアドレスのため翻訳不可 

 －サブシステム輻輳（注） 

 －サブシステム故障（注） 

 －未実装ユーザ 

 －ＭＴＰ故障 

 －ネットワーク輻輳 

 －無資格 

 －メッセージ転送中のエラー 

 －ローカル処理中のエラー 

 －着側で再組立を実行出来ない 

 －ＳＣＣＰ故障 

 －ホップカウンタ異常 

（注）形態６－３にて接続する場合に当社網への受信を許容する▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１１では▼▲の規定が異なる】 
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2.2.2.2.5 ユーザデータ 【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】 

2.2.2.2.6 重要性 【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】 

2.2.2.3 プリミティブ 【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】 

 

2.3 ＳＣＣＰ管理 

▼ＮＴＴ－Ｑ７１４付属資料Ｅを参照のこと。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１１では▼▲を規定していない】 

 

3. ＭＴＰから提供されるサービス 【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】 

 

4. ＳＣＣＰにより提供される機能 

【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】 

 

4.2 コネクションレスサービス機能 【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】 

 

4.3 管理機能 

▼ＮＴＴ－Ｑ７１４付属資料Ｅを参照のこと。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１１では▼▲を規定していない】 

 

4.4 ルーチングおよび翻訳機能 【ＪＴ－Ｑ７１１に準拠する】 

 



ＮＴＴ－Ｑ７１２ 技別１２－４

ＮＴＴ－Ｑ７１２ ＳＣＣＰメッセージの定義および機能 

 

1. 信号接続制御部メッセージ 

【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】 

 

1.20 ユニットデータ（ＵＤＴ） 【規定しない】 

1.21 ユニットデータサービス（ＵＤＴＳ） 【規定しない】 

 

1.22 拡張ユニットデータ（ＸＵＤＴ） 

拡張ユニットデータメッセージは、データを（オプションパラメータとともに）コネクションレス

モードで送信するＳＣＣＰで用いる。 

▼またこのメッセージは、オプションパラメータを含まないデータを送信するＳＣＣＰでも用いる

ことが可能である。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１２では▼▲を規定していない】 

このメッセージは、コネクションレスプロトコルクラスの０および１で用いる。 

 

1.23 拡張ユニットデータサービス（ＸＵＤＴＳ） 

拡張ユニットデータサービスメッセージは、ＸＵＤＴが着信先まで到達できないことを、ＸＵＤＴ

を送信したＳＣＣＰに通知するために用いる。 

【ＪＴ－Ｑ７１２では▽△を規定している】 

▽例外的、かつプロトコルインタワーキングを考慮し、ＸＵＤＴＳはＵＤＴメッセージの応答と等

しく用いられる時がある。△ 

ＸＵＤＴにおけるエラーオプションを返送メッセージに設定されているときのみ、ＸＵＤＴＳメッ

セージを配送する。 

このメッセージは、コネクションレスプロトコルクラスの０および１で用いる。 

 

1.27 グローバルタイトル転送禁止（ＧＴＰ） 

ＮＴＴ－Ｑ７１４付属資料Ｅを参照のこと▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１２では▼▲を規定していない】 

 

1.28 グローバルタイトルトラヒック制御（ＧＴＣ） 

ＮＴＴ－Ｑ７１４付属資料Ｅを参照のこと▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１２では▼▲を規定していない】 

 

2. ＳＣＣＰバラメータ 

2.3 発／着信アドレス 

「発／着信アドレス」パラメータフィールドは、発／着信号局コード（含まない場合もある）とＳ

ＣＣＰサービスアクセスポイントとの、一方あるいは両方を、一義的に識別するための十分な情報を

含んでいる。それは、グローバルタイトル（例えばダイヤルされた数字）、信号局コード、および、

サブシステム番号のあらゆる組合せになりうる。▼サブシステム番号（ＳＳＮ）は、ＳＣＣＰユーザ

▼ 

▼ 
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機能を識別する。▲ 

これらのアドレスの翻訳を可能にするために、アドレスはどの情報要素が存在するかを示すアドレ

ス識別子で始まる。同じくアドレス識別子は、翻訳を必要とするかを特定するルーチング識別子、お

よびグローバルタイトルフォーマットを特定するグローバルタイトル識別子を含んでいる。 

「発／着信アドレス」パラメータフィールドの意味は、メッセージが向かっている方向（ちょうど

ＯＰＣやＤＰＣと同様に）に依存する。 

【ＪＴ－Ｑ７１２では▼▲の規定が異なる】 

 

2.5 データ 

「データ」パラメータフィールドは、上位レイヤあるいはＳＣＣＰ管理からの情報を含んでいる。 

コネクションレスのメッセージにおいては、データパラメータフィールドは、上位レイヤからの情

報を含む。 

▼ＳＣＣＰ管理からの情報は、ＸＵＤＴメッセージのデータパラメータフィールドに含まれる。 

この場合、ＸＵＤＴメッセージのデータパラメータフィールドは、ＳＣＣＰ管理メッセージのみを

含むこととなる。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１２では▼▲を規定していない】 

 

2.8 オプションパラメータ終了 【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】 

2.10 プロトコルクラス 【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】 

2.15 返送理由 【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】 

2.19 ホップカウンタ 【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】 

2.20 分割 【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】 

 

3. メッセージにおけるフィールドの包含 

各タイプ別に第１章で記述した様々なメッセージにおいて、第２章で記述した情報要素の包含は、プ

ロトコルのクラスに依存する。ＳＣＣＰメッセージを表３－１／ＮＴＴ－Ｑ７１２に示し、ＳＣＣＰ管

理メッセージを表３－２／ＮＴＴ－Ｑ７１２に示す。 

▼全てのＳＣＣＰ管理メッセージは、拡張ユニットデータメッセージの「データ」パラメータに設定

する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１２では▼▲を規定していない】 

 

下記は、表３－１／ＮＴＴ－Ｑ７１２、表３－２／ＮＴＴ－Ｑ７１２に適用する。 

 ｍ－必須フィールド 

 ｏ－オプションフィールド（必要により、メッセージに含まれる） 

 

表３－１／ＮＴＴ－Ｑ７１２ メッセージのフィールド包含 【ＪＴ－Ｑ７１２に準拠する】 

 

表３－２／ＮＴＴ－Ｑ７１２ ＳＣＣＰ管理メッセージ 

▼ＮＴＴ－Ｑ７１４ 付属資料Ｅを参照のこと。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１２では▼▲を規定していない】 



ＮＴＴ－Ｑ７１３ 技別１２－６

ＮＴＴ－Ｑ７１３ ＳＣＣＰフォーマットとコード 

 

1. 概 要 

本標準は、ＳＣＣＰコネクションレスサービス▼及びＳＣＣＰ管理▲をサポートするために、ＳＣＣ

Ｐメッセージのフォーマットとコードを規定する。 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲を規定していない】 

ＳＣＣＰメッセージは、適当なＭＴＰ－転送要求プリミティブあるいはＭＴＰ－転送表示プリミティ

ブのユーザデータパラメータとしてＭＴＰ－ＳＡＰを通してＳＣＣＰとＭＴＰの間を転送される。（Ｎ

ＴＴ－Ｑ７０１表５－１参照）。 

注：ＭＴＰ－転送プリミティブは、ユーザデータパラメータに加えて以下に示す４パラメータを含む

（ＮＴＴ－Ｑ７０１表５－１参照）。 

・１６ビットの情報で構成されたＯＰＣ（これは、ＭＴＰの標準的なルーチングラベルで運ばれるで

あろう） 

・１６ビットの情報で構成されたＤＰＣ（これは、ＭＴＰの標準的なルーチングラベルで運ばれるで

あろう） 

・▼５ビット▲の情報で構成されたＳＬＳ。もし、ＭＴＰのＳＤＵの順序保証サービスが要求される

とき、ＳＣＣＰは同じシーケンス制御パラメータで、かつ同じ着アドレスパラメータを含む全ての

ＳＤＵに対して同じＳＬＳ値を使うべきである。 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】 

・ＳＩＯに相当する情報。ＳＣＣＰのためのサービス表示は、“００１１”にコード化される（ＮＴ

Ｔ－Ｑ７０４節１４．２．１参照）。 

 

ＳＣＣＰメッセージは、以下の部分で構成される（図１－１／ＮＴＴ－Ｑ７１３参照）。 

－メッセージ種別コード 

－固定長必須部 

－可変長必須部 

－オプション部（固定長及び可変長フィールドを含み得る） 

 

これらの部分の説明を次節以降に示す。 

▼ＳＣＣＰ管理のメッセージ及びコードは、本別表の第５章に示されている。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲を規定していない】 

 

図１－１／ＮＴＴ－Ｑ７１３ レイアウト概要 【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

 

1.1 メッセージ種別コード 【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

1.2 フォーマッティング原則 【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

1.3 固定長必須部 【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

 

1.4 可変長必須部 

可変長の必須パラメータは、可変長必須部に含まれる。各パラメータの名称及びポインタが送出さ
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れる順序は、メッセージ種別によって決まっている。従って、そのメッセージには、パラメータの名

称は含まれない。▼各パラメータの開始位置を表すために各々１つのポインタが用いられる。 

なお、パラメータの出現順序は、ポインタの出現順序に準じる。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】 

 

各ポインタは、１オクテットとしてコード化される。ポインタのコード化の詳細な方法については、

節 2.3 に述べられている。パラメータの数及びポインタの数は、メッセージ種別毎に一義的に定義さ

れている。 

１つのポインタは、また、オプション部の開始位置を表すためにも用いられる。もし、そのメッセ

ージ種別でオプション部の使用が全く許容されていない場合は、このポインタは存在しない。もし、

そのメッセージ種別ではオプション部はあり得るが、そのメッセージにはオプション部が全くない場

合、“オール０”がはいっているポインタフィールドが使用される。 

全てのポインタは、可変長必須部の先頭で連続的に送出される。各パラメータは、パラメータ長表

示とそれに続くそのパラメータの内容を含む。 

各々の可変長必須部の先頭とオプション部の先頭を示す全てのポインタは、発ノードにおいて生成

するメッセージの中で、パラメータが連続しており、パラメータ間に“ギャップ”が残っていないこ

とを保証するべきである。受信側での“ギャップ”の（準正常）処理は、ＮＴＴ－Ｑ７１４，１．１．

４．５節に規定されている。ギャップは最後のポインタと最初の可変長必須部の間で生成されてはな

らない。最終パラメータの後にさらにオクテットを追加することはできない。上述の全てのケースに

おいてはプロトコルエラーは生じない。 

 

1.5 オプション部 

オプション部は、特定のメッセージ種別において、現れても、現れなくてもよい連続したブロック

のパラメータから構成される。 

▼オプション部は可変長必須部の後から開始する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】 

 

これには、固定長及び可変長の両方が含まれ得る。オプションパラメータは、任意の順序で転送さ

れ得る。各オプションパラメータは、パラメータ名（１オクテット）及び長さ表示（１オクテット）

とそれに続くパラメータの内容を含む。 

 

1.6 オプションパラメータの終了オクテット 【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

1.7 転送順序 【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

1.8 予備ビットのコーディング 【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

1.9 国内用メッセージ種別とパラメータ 【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

 

2. 基本部のコーディング 【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

 

3. ＳＣＣＰパラメータ 

【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 
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3.1 オプションパラメータ終了 【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

3.4 着信アドレス 

【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

 

3.4.1 アドレス識別子 

「アドレス識別子」はアドレスフィールド内のアドレス情報の種別を示す（図３－２／ＮＴＴ－Ｑ

７１３参照）。アドレスは次の要素の１つか複数の組み合わせからなる。 

 

－信号局コード 

－グローバルタイトル（例えばダイヤルされた数字） 

－サブシステム番号 

 

図３－２／ＮＴＴ－Ｑ７１３ アドレス識別子コード化【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

 

ビット１の“１”はアドレスに信号局コードが含まれていることを示す。 

ビット２の“１”はアドレスにサブシステム番号が含まれていることを示す。 

アドレス識別子オクテットのビット３－６はグローバルタイトル識別子（ＧＴＩ）である。それは

次のようにコード化される。 

 

ビット ６５４３ 

００００ グローバルタイトルは含まれない 

０００１ グローバルタイトルはアドレス識別子の種別のみ含む 

００１０ グローバルタイトルは翻訳タイプのみ含む 

００１１ グローバルタイトルは翻訳タイプ、番号計画、コーディング体系を含む 

０１００ グローバルタイトルは翻訳タイプ、番号計画、コーディング体系、アドレス

識別子の種別を含む 

０１０１ 

 予備（国際使用） 

０１１１ 

１０００ 

 予備（国内使用） 

１１１０ 

１１１１ 拡張用に留保 

 

▼着信アドレスにグローバルタイトルが用いられる場合、その着信アドレスにはサブシステム番号

を含むことが必須である。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】 

 

これはグローバルタイトルの翻訳に続くメッセージの再フォーマットを単純にする。サブシステム

〜

〜
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番号が不明なとき、例えば翻訳前などは、サブシステム番号を“００００００００”とコード化すべ

きである。 

アドレス識別子オクテットのビット７は、ルーチングにどのアドレス要素を使用するかを識別する

ためのルーチング情報を含み、以下のようにコーディングされる。 

 

ビット ７ 

１ サブシステム番号によるルーチング 

０ グローバルタイトルによるルーチング 

 

アドレス識別子オクテットのビット８は、国内使用のため留保する。 

 

3.4.2 アドレス  

【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

 

3.4.2.1 信号局コード 

信号局コードの場合、それは２オクテットで表現される。（図３－４／ＮＴＴ－Ｑ７１３参照）。 

 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

オクテット１ ＬＳＢ 

オクテット２ ＭＳＢ 

   ▼ＬＳＢ：Least Significant Bit 

    ＭＳＢ：Most Significant Bit ▲ 

図３－４／ＮＴＴ－Ｑ７１３ 信号局コードのコード化 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲を規定していない】 
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3.4.2.2 サブシステム番号 

サブシステム番号（ＳＳＮ）はＳＣＣＰユーザ機能を示し、使用される場合次のような１オクテッ

トにコード化される。 

 

ビット  ８７６５４３２１ 

ＩＴＵ－Ｔ固有領域 

ＴＴＣ固有領域 

網特有領域 

 ００００００００   ＳＳＮ不明／未使用 
▼０００００００１   ＳＣＣＰ管理▲ 
００００００１０   ＩＴＵ－Ｔ用のため留保 
００００００１１   ＩＳＤＮユーザパートで使用のため予約
０００００１０１   ＭＡＰ（移動通信応用部）で使用予定 
０００００１１０   ＨＬＲで使用のため予約 
０００００１１１   ＶＬＲで使用のため予約 
００００１０００   ＭＳＣで使用のため予約 
００００１００１   ＥＩＣで使用のため予約 
００００１０１１   ＩＳＤＮ付加サービスで使用のため予約
００００１１００   国際用に留保 
００００１１１０   ＴＣ試験応答で使用のため予約 
   ：       （国際用に留保） 
０００１１１１１    
００１０００００ 
   ：       予備 
１０００００００ 
１００００００１ 
   ：       予備 
１０００１１１１ 
１００１００００   ＳＭＬＣ（ＭＡＰ）第三世代移動通信シ

ステムで使用のため予約 
１００１０００１   Ｇ Ｍ Ｌ Ｃ ( Ｍ Ａ Ｐ ）（ Ｇ Ｓ Ｍ

evolvednetwork）用で使用のため予約 
１００１００１０   ＣＡＰで使用のため予約 
１００１００１１   gsmＳＣＦ（ＭＡＰ）で使用のため予約 
１００１０１００   ＳＩＷＦ（ＭＡＰ）で使用のため予約 
１００１０１０１   ＳＧＳＮ（ＭＡＰ）で使用のため予約 
１００１０１１０   ＧＣＳＮ（ＭＡＰ）で使用のため予約 
１００１０１１１ 
   ：       予備 
１０１１１１００ 
１０１１１１０１   ＳＭＳで使用のため予約 
１０１１１１１０   再開通知処理アプリケーション 
１０１１１１１１   国内用ＩＮＡＰ 
１１００００００ 
   ：       予備 
１１１１１１１０  
１１１１１１１１   拡張用に留保 

     

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲を規定していない】 

 

網特有サブシステム番号は“１１１１１１１０”で始まる降順で割り当てられるべきである。 

 

3.4.2.3 グローバルタイトル 

▼グローバルタイトル（ＧＴ）のフォーマットは可変長である。図３－７／ＮＴＴ－Ｑ７１３にグ
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ローバルタイトルのフォーマットを示す。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】 

 

3.4.2.3.1 グローバルタイトル識別子＝０００１ 【規定しない】 

 

3.4.2.3.2 グローバルタイトル識別子＝００１０ 

図３－７／ＮＴＴ－Ｑ７１３はグローバルタイトル識別子が“００１０”の場合のフォーマットを

示している。 

翻訳タイプ（ＴＴ）は適当な翻訳機能にメッセージを送信するために使用される１オクテットフィ

ールドである。 

 

図３－７／ＮＴＴ－Ｑ７１３ 識別子“００１０”に対するグローバルタイトル・フォーマット 

 【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▽△を規定している】 

▽このオクテットが使用されない時には、“００００００００”にコード化される。△ 

 

▼ＴＴＣ固有領域の翻訳タイプは、“１０００００００”から“１１１０１１１１”までの間で降

順にコード化される。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲を規定していない】 

 

“１１１１１１１１”コードは、拡張用に留保される。 

 

グローバルタイトルのフォーマット“００１０”の場合は、国内用のみであり、国際用には使用さ

れない。グローバルタイトルのフォーマット“００１０”の割り当ては国内マターである。 

このグローバルタイトルのフォーマット“００１０”の場合に、翻訳タイプは、アドレス情報をコ

ード化するのに使用されるコーディング情報と番号計画をも暗示する。 

コード空間の割り付けおよびＴＴＣ固有仕様としてのコード化を以下の通りとする。 
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ＩＴＵ－Ｔ固有領域 

ＴＴＣ固有領域 

網特有領域 

 ００００００００   不明 
 ０００００００１    
   ：       国際サービスで使用のため予約 
００１１１１１１ 
０１００００００ 
   ：       予備 
０００１１１１１    
 
１０００００００ 
   ：       予備 
１１０１１１１１ 
１１１０００００   Ｅ.１６４ to ＳＣＰで使用のため予約 
１１１００００１   ＭＤＮ（Ｅ．１６４）to ＨＬＲで使用のため予約 
１１１０００１０   ＩＭＳＩ（Ｅ．２１２）to ＨＬＲで使用のため予約
１１１０００１１   ＩＭＳＩ（Ｅ．２１２）to ＭＣで使用のため予約 
１１１００１００   ＭＩＮ to ＨＬＲ（ＣＤＭＡ方式携帯自動車電話用）

で使用のため予約 
１１１００１０１   ＭＩＮ to ＭＣ（ＣＤＭＡ方式携帯自動車電話用）で

使用のため予約 
１１１００１１１   事業者識別コード＋信号網相互接続点選択情報＋サ

ービス識別情報（信号網接続）で使用のため予約 
１１１０１０００   事業者識別コード＋サービス識別情報（信号網接続）
１１１０１００１   事業者識別コード＋網内情報（信号網接続） 
１１１０１０１０   保留 
１１１０１０１１   保留 
１１１０１１００   保留 
１１１０１１０１   保留 
１１１０１１１０   保留 
１１１０１１１１   保留 
 
１１１１００００ 
   ： 
１１１１１１１０ 
１１１１１１１１   保留 

     

 

▼アドレス情報の設定条件は、付録２：信号網接続用着信アドレス、発信アドレスの構成を参照の

こと。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲を規定していない】 

 

3.4.2.3.3 グローバルタイトル識別子＝００１１ 【規定しない】 

3.4.2.3.4 グローバルタイトル識別子＝０１００ 【規定しない】 

3.5 発信アドレス 【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

3.6 プロトコルクラス 【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

 

3.12 返送理由 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▽△を規定している】 

▽ユニットデータサービスメッセージ△、拡張ユニットデータサービスメッセージの中で、「返送理

由」パラメータフィールドは１オクテットフィールドでメッセージ返送理由を含む。ビット１－８は

以下のようにコード化されている。 
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▼ビット  ８７６５４３２１ 

００００００００   アドレスの性質上翻訳不可 

０００００００１   特殊なアドレスのため翻訳不可 

００００００１０   サブシステム輻輳（注） 

００００００１１   サブシステム故障（注） 

０００００１００   未実装ユーザ 

０００００１０１   ＭＴＰ故障 

０００００１１０   ネットワーク輻輳 

０００００１１１   無資格 

００００１０００   メッセージ転送時のエラー 

００００１００１   ローカル処理時のエラー   

００００１０１０   着側での再組立不可     

００００１０１１   ＳＣＣＰ故障 

      ００００１１００   ホップカウンタ異常 

００００１１１１    

   から      予備 

１１１１１１１１ 

（注）形態６－３にて接続する場合に当社網への受信を許容する▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】 

 

3.16 データ 【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

3.17 分割 【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

 

3.18 ホップカウンタ 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

ホップカウンタ 

 

ホップカウンタパラメータは１オクテットである。ホップカウンタは、グローバルタイトル翻訳が

行われるごとに減算され、１５から１の値を取る。 

▼また、ホップカウンタは、信号生成ノードで初期値（１５）に設定される。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲を規定していない】 

 

4. ＳＣＣＰメッセージとコード 

4.1 概 要 【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

4.10 ユニットデータ（ＵＤＴ） 【規定しない】 

4.11 ユニットデータサービス（ＵＤＴＳ） 【規定しない】 

4.18 拡張ユニットデータ（ＸＵＤＴ） 【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

4.19 拡張ユニットデータサービス（ＸＵＤＴＳ） 

ＸＵＤＴＳメッセージは次のものを含む。 

｝
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－ルーティングラベル 

－４つのポインタ 

－表４－４／ＮＴＴ－Ｑ７１３で示されるパラメータ 

 

表４－４／ＮＴＴ－Ｑ７１３ メッセージ種別：拡張ユニットデータサービス 

パラメータ 参照節 タイプ 長さ（オクテット） 

メッセージ種別 2.1 Ｆ １ 

返送理由 3.12 Ｆ １ 

ホップカウンタ 3.18 Ｆ １ 

着信アドレス 3.4 Ｖ 最小３ 

発信アドレス 3.5 Ｖ 最小３ 

データ 3.16 Ｖ ２－Ｙ+1 (注 1) 

分割 3.17 Ｏ ６▼(注 2)▲ 

ｵﾌﾟｼｮﾝﾊﾟﾗﾒｰﾀ終了 3.1 Ｏ １ 

(注 1)このパラメータの最大長は、着信アドレス、発信アドレスパラメータとオプションパラメータの

存在に依存する。Yは 160 から 254 までの間である。Yは着信アドレスや発信アドレスパラメータ

がグローバルタイトルを含まず、かつ分割パラメータが存在しないとき、254 になり得る。Yは分

割パラメータが含まれるとき、最大 247 になり得る。 

▼(注 2)当社から返送するＸＵＤＴＳには分割パラメータを付与しない場合がある。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲を規定していない】 

 
5. ＳＣＣＰ管理メッセージとコード 

▼ＮＴＴ－Ｑ７１４付属資料Ｅを参照のこと。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲を規定していない】 
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付録１：移動通信用 着信アドレス、発信アドレスの構成 【規定しない】 

 

付録２：信号網接続用着信アドレス、発信アドレスの構成（１つの信号網相互接続点により信号網接続を

行う場合） 

この付録は信号網接続した網間で、ＧＴルーチングを行う場合の、着信アドレス、及び発信アドレス

の構成を示す。ただし、本例は１つの信号相互接続点により信号網接続を行う場合のみ適用される。 

 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▽△を規定している】 

▽なお、本付録２はナショナルマター項目である。△ 

 

1. 第１アクセス信号の構成 

信号接続における網間の一連の信号送受の最初の信号を第１アクセス信号と呼ぶ。▼付図２－５▲を

参照 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲を規定していない】 

 

1.1 着アドレスの構成 

第１アクセス信号の着アドレスの構成を付図２－１／ＮＴＴ－Ｑ７１３に示す。 

▼ 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット 

０（国内

使用のた

め保留） 

ルーチン

グ識別子

グローバルタイトル識別子（ＧＴＩ） サブシス

テム番号

識別子 

信号局コ

ード識別

子 

１ 

サブシステム番号 ２ 

翻訳タイプ ３ 

事業者識別コード ４ 

 ５ 

偶奇表示 予備 ６ 

サービス識別情報  ７ 

   

フィラー（必要な場合）  Max17 

▲ 

付図２－１／ＮＴＴ－Ｑ７１３ 第１アクセス信号の着アドレスの構成 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】 

 

（１） ルーチング識別子 

コーディング：０：ルーチングはＧＴに基づく 

 

（２） グローバルタイトル識別子（ＧＴ１） 

コーディング：００１０：グローバルタイトルは翻訳タイプのみを含む 
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（３） サブシステム番号識別子 

コーディング：１：サブシステム番号が含まれる 

 

▼（４） 信号局コード識別子 

コーディング：０：信号局コードなし▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】 

 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▽△を規定している】 

▽（５） 信号局コード 

コーディング：信号局コード 

送信側が必要に応じて設定する。 

網間において送出された場合、受信側はＰＣを無視する。△ 

 

（６） サブシステム番号（ＳＳＮ） 

コーディング：ＳＣＣＰユーザのＳＳＮを設定する 

 

（７） 翻訳タイプ 

コーディング：１１１０ １０００：事業者識別コード＋サービス識別情報（信号網接続） 

 

（８） 事業者識別コード、偶奇表示、サービス識別情報 

アドレス情報中の各フィールドの設定について、付表２－１／ＮＴＴ－Ｑ７１３に示す。 

 

付表２－１／ＮＴＴ－Ｑ７１３ アドレス情報中の各フィールドの設定【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

 

▼（９） 事業者識別コード、サービス識別情報のコーディング条件 

事業者識別コード、サービス識別情報に設定される情報は、付図２－２／ＮＴＴ－Ｑ７１３に示す

ようにアドレス数字による番号と必要に応じてフィラーを含む情報を設定する。 

 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

オクテット１ 第２数字 第１数字 

オクテット２ 第４数字 第３数字 

 … 

オクテットｍ 
フィラー 

（必要な場合） 
第ｎ数字 
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付図２－２／ＮＴＴ－Ｑ７１３ 事業者識別コード、サービス識別情報 

 

各アドレス数字は次のようにコード化される。 

 

００００ 数字の０ 

０００１ 数字の１ 

００１０ 数字の２ 

００１１ 数字の３ 

０１００ 数字の４ 

０１０１ 数字の５ 

０１１０ 数字の６ 

０１１１ 数字の７ 

１０００ 数字の８ 

１００１ 数字の９ 

１０１０ コードＡ 

１０１１ コードＢ 

１１００ コードＣ 

１１０１ コードＤ 

１１１０ コードＥ 

１１１１ コードＦ 

 

アドレス数字が奇数個の場合、フィラーコード“００００”が最後のアドレス数字の後に挿入される。

▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲を規定していない】 

 

1.2 発アドレスの構成 

第１アクセス信号の発アドレスの構成を付図２－３／ＮＴＴ－Ｑ７１３に示す。 

▼ 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット 

０（国内

使用のた

め保留） 

ルーチン

グ識別子

グローバルタイトル識別子（ＧＴＩ） サブシス

テム番号

識別子 

信号局コ

ード識別

子 

１ 

サブシステム番号 ２ 

翻訳タイプ ３ 

事業者識別コード ４ 

 ５ 

網内情報 ６ 

  

 max13 

▲ 
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付図２－３／ＮＴＴ－Ｑ７１３ 第１アクセス信号の発アドレスの構成 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】 

 

（１） ルーチング識別子 

コーディング：０：ルーチングはＧＴに基づく 

 

（２） グローバルタイトル識別子（ＧＴＩ） 

コーディング：００１０：グローバルタイトルは翻訳タイプのみを含む 

 

（３） サブシステム番号識別子 

コーディング：１：サブシステム番号が含まれる 

 

▼（４） 信号局コード識別子 

コーディング：０：信号局コードなし▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】 

 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▽△を規定している】 

▽（５） 信号局コード 

コーディング：信号局コード 

ＸＵＤＴを送出した同一網内において異常を検出した場合に、ＸＵＤＴＳを返送するＰＣを設定す

る等の用途に用いる。網間において送出された場合、受信側はＰＣを無視する。△ 

 

（６） サブシステム番号（ＳＳＮ） 

コーディング：ＳＣＣＰユーザのＳＳＮを設定する 

 

（７） 翻訳タイプ 

コーディング：１１１０ １００１：事業者識別コード＋網内情報（信号網接続） 

 

（８） 事業者識別コード、網内情報 

アドレス情報中の各フィールドの設定について、付表２－２／ＮＴＴ－Ｑ７１３に示す。 

 

付表２－２／ＮＴＴ－Ｑ７１３ アドレス情報中の各フィールドの設定【ＪＴ－Ｑ７１３に準拠する】 

 

▼（９） 事業者識別コードのコーディング条件 

本付録章１．１（９）に示される。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲を規定していない】 

 

 

 

2. 第２アクセス信号以降の信号の構成 
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信号接続における網間の一連の信号送受の２番目の信号を第２アクセス信号と呼ぶ。▼付図２－５▲

を参照。第３アクセス信号以降も同様。 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】 

 

2.1 着アドレスの構成 

第２アクセス信号以降の信号の着アドレスの構成を付図２－４／ＮＴＴ－Ｑ７１３に示す。 

▼ 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット 

０（国内

使用のた

め保留） 

ルーチン

グ識別子

グローバルタイトル識別子（ＧＴＩ） サブシス

テム番号

識別子 

信号局コ

ード識別

子 

１ 

サブシステム番号 ２ 

翻訳タイプ ３ 

事業者識別コード ４ 

 ５ 

網内情報 ６ 

  

 max13 

▲ 

付図２－４／ＮＴＴ－Ｑ７１３ 第２アクセス信号以降の信号のアドレスの構成 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】 

 

前回の信号の発アドレスに設定された情報と同一内容を設定する。 

 

【ＪＴ－Ｑ７１３では▽△を規定している】 

▽ただし信号局コードは設定しなくてもよい。△ 

 

2.2 発アドレスの構成 
第２アクセス信号以降の信号の発アドレスの構成は、第１アクセス信号の発アドレスの同一であり、

付図▼２－３▲／ＪＴ－Ｑ７１３に示される。 
【ＪＴ－Ｑ７１３では▼▲の規定が異なる】 
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3. 信号網接続用着信アドレス、発信アドレスの構成 

▼付図２－５／ＮＴＴ－Ｑ７１３に信号網接続用着信アドレス、発信アドレス構成の一例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

第１アクセス信号 

 

 

ルーチング識別子 0:ルーチングはＧＴに基づく 

グローバルタイトル識別

子 

0010:ＧＴは翻訳タイプのみを含む 

サブシステム番号識別子 1:サブシステム番号が含まれる 

アドレス識別子 

信号局コード識別子 0:信号局コードなし 

サブシステム番号 ＳＣＣＰユーザのＳＳＮを設定 

翻訳タイプ 11101000:事業者識別コード＋サービス識別情報

（信号網接続） 

事業者識別コード 事業者Ｂの識別コード 

偶奇表示 0:偶数／1:奇数 

サービス識別コード 

ＳＣＣＰ

着 

アドレス情報 

サービス識別情報 

サービス固有情報 

ルーチング識別子 0:ルーチングはＧＴに基づく 

グローバルタイトル識別

子 

0010:ＧＴは翻訳タイプのみを含む 

サブシステム番号識別子 1:サブシステム番号が含まれる 

アドレス識別子 

信号局コード識別子 0:信号局コードなし 

サブシステム番号 ＳＣＣＰユーザのＳＳＮを設定 

翻訳タイプ 11101001:事業者識別コード＋網内情報（信号網

接続） 

事業者識別コード 事業者Ａの識別コード 

ＳＣＣＰ

発 

アドレス情報 

網内情報 事業者Ａの網内ルーチングに必要な情報 

 

付図２－５／ＮＴＴ－Ｑ７１３ 信号網接続用着信アドレス、発信アドレスの構成 

ＰＣ＝ｘ 

事業者 
Ａ 
ＳＰ 

事業者Ａ 
共通線信号網 

ＰＣ＝ａ 

事業者

Ａ 
ＳＴＰ

ＰＣ＝ｂ 

事業者

Ｂ 
ＳＴＰ

事業者Ｂ 
共通線信号網 

ＰＣ＝ｙ 

事業者

Ｂ 
ＳＰ 
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第２アクセス信号 

 

 

ルーチング識別子 0:ルーチングはＧＴに基づく 

グローバルタイトル識別

子 

0010:ＧＴは翻訳タイプのみを含む 

サブシステム番号識別子 1:サブシステム番号が含まれる 

アドレス識別子 

信号局コード識別子 0:信号局コードなし 

サブシステム番号 ＳＣＣＰユーザのＳＳＮを設定 

翻訳タイプ 11101001:事業者識別コード＋網内情報（信号網

接続） 

事業者識別コード 事業者Ａの識別コード 

ＳＣＣＰ

着 

アドレス情報 

網内情報 事業者Ａの網内ルーチングに必要な情報 

ルーチング識別子 0:ルーチングはＧＴに基づく 

グローバルタイトル識別

子 

0010:ＧＴは翻訳タイプのみを含む 

サブシステム番号識別子 1:サブシステム番号が含まれる 

アドレス識別子 

信号局コード識別子 0:信号局コードなし 

サブシステム番号 ＳＣＣＰユーザのＳＳＮを設定 

翻訳タイプ 11101001:事業者識別コード＋網内情報（信号網

接続） 

事業者識別コード 事業者Ｂの識別コード 

ＳＣＣＰ

発 

アドレス情報 

網内情報 事業者Ｂの網内ルーチングに必要な情報 

 

 

第 3 アクセス信号 

 

 

ルーチング識別子 0:ルーチングはＧＴに基づく 

グローバルタイトル識別

子 

0010:ＧＴは翻訳タイプのみを含む 

サブシステム番号識別子 1:サブシステム番号が含まれる 

アドレス識別子 

信号局コード識別子 0:信号局コードなし 

サブシステム番号 ＳＣＣＰユーザのＳＳＮを設定 

翻訳タイプ 11101001:事業者識別コード＋網内情報（信号網

接続） 

事業者識別コード 事業者Ｂの識別コード 

ＳＣＣＰ

着 

アドレス情報 

網内情報 事業者Ｂの網内ルーチングに必要な情報 
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ルーチング識別子 0:ルーチングはＧＴに基づく 

グローバルタイトル識別

子 

0010:ＧＴは翻訳タイプのみを含む 

サブシステム番号識別子 1:サブシステム番号が含まれる 

アドレス識別子 

信号局コード識別子 0:信号局コードなし 

サブシステム番号 ＳＣＣＰユーザのＳＳＮを設定 

翻訳タイプ 11101001:事業者識別コード＋網内情報（信号網

接続） 

事業者識別コード 事業者Ａの識別コード 

ＳＣＣＰ

発 

アドレス情報 

網内情報 事業者Ａの網内ルーチングに必要な情報 

▲ 

付図２－５／ＮＴＴ－Ｑ７１３ 信号網接続用着信アドレス、発信アドレスの構成（続き） 

【ＪＴ－Ｑ７１３では、▼▲の規定が異なる】 

 

付録３：信号網接続用着信アドレス、発信アドレスの構成【規定しない】 

付録４：ＣＤＭＡ方式携帯自動車電話システム及び第三世代移動通信システム（ANSI evoled network）

のノード間インタフェース信号方式用着信アドレス、発信アドレスの構成【規定しない】 
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ＮＴＴ－Ｑ７１４ ＳＣＣＰ手順 

 

1. 概要 

1.1 信号網接続手順の一般的特性 

1.1.1 目的 

本標準はＮＴＴ－Ｑ７１１に定義されているコネクションレスのネットワークサービスと▼ＳＣＣ

Ｐ管理サービス▲を提供するために、Ｎｏ．７信号方式における信号接続制御部によって実行される手

順について述べたものである。これらの手順は、ＮＴＴ－Ｑ７１２に定義されているメッセージと情報

要素及びＮＴＴ－Ｑ７１３において決定されたそれらのフォーマットとコーディングを用いる。 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲を規定していない】 

 

1.1.2 プロトコルクラス 

ネットワークサービスを提供する為に、ＳＣＣＰによって用いられるプロトコルは、次に示すように

４つのプロトコルクラスに細分化される。 

－クラス０：基本コネクションレスクラス 

－クラス１：順序保証コネクションレスクラス 

 

コネクションレスプロトコルクラスは、ＸＵＤＴもしくはＵＤＴメッセージのユーザデータフィール

ドにおいて、一つのネットワークサービスデータユニット（ＮＳＤＵ）を転送するため、必要な機能を

提供する。 

もし一つのコネクションレスメッセージがＭＴＰルーチングラベルを含む最大２７２オクテットの

ＭＴＰ ＳＤＵサイズをサポートするＭＴＰ－ＳＡＰにより提供されたＭＴＰサービスを利用する一

つのＮＳＤＵに含まれたユーザデータを運ぶのに不十分であれば、プロトコルクラス０および１への分

割／再組立機能が提供される。この場合、発信ノード▽もしくは中継ノード△は情報を複数のセグメン

トに分割し、そのあとＸＵＤＴメッセージのデータフィールドに設定して転送する。 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▽△が規定されている】 

 

着信ノードではＮＳＤＵが再組立される。 

 

1.1.2.1 プロトコルクラス０ 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

1.1.2.2 プロトコルクラス１ 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

1.1.4 コンパチビリティおよび認識不可情報の処理 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

1.3 コネクションレスサービス手順の概観 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

 

1.4 ＳＣＣＰの構造と仕様内容 

▼ＳＣＣＰの基本的な構造は、ＮＴＴ－Ｑ７１４付属資料Ｅ（図Ｅ－2.2／ＮＴＴ－Ｑ７１４）を参

照のこと。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲の規定が異なる】 

 

それは以下に示す４つのブロックで構成される。 
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▼ｂ）ＳＣＣＰコネクションレス制御部（ＳＣＬＣ）：その目的は、コネクションレス手順をサポー

トし、ＳＣＣＰ－ＳＤＵ内のデータユニットのコネクションレス転送サービスをＳＣＣＰユーザ

とＳＣＣＰ管理に提供するものである。 

ＳＣＣＰ管理情報で運ばれるコネクションレスメッセージはＳＳＮ「ＳＣＣＰ管理」を持つ。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲の規定が異なる】 

 

▼ｃ）ＳＣＣＰ管理部（ＳＣＭＧ）：その目的は、ＭＴＰにおける信号ルート管理およびフロー制御

機能に加え、ＳＣＣＰユーザまたは、ＳＣＣＰユーザへの信号ルートの輻輳あるいは故障を処理

する機能を提供するものである。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲を規定していない】 

 

ｄ）ＳＣＣＰルーチング制御部（ＳＣＲＣ）：ＭＴＰあるいは上記ｂ）の機能からメッセージを受信

時、ＭＴＰでメッセージを転送するため、あるいは上記ｂ）の機能へメッセージを渡すため、必

要なルーチング機能を提供する。「着信アドレス」がローカルユーザであるメッセージは、ｂ）

機能へ渡されるが、一方、リモートユーザ向けのものは、 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▽△を規定している】 

▽機能ｂ）へメッセージを渡した結果コンパチビリティ試験が発生しない限り、△ 

遠隔のＳＣＣＰユーザへ転送するため、ＭＴＰ－ＳＡＰインスタンスに渡される。 

ルーチング制御はＭＴＰネットワークへ転送されるメッセージを通してＭＴＰ－ＳＡＰインスタン

スを識別する。 

 

本標準の第２章で、ＳＣＣＰによって実行されるアドレッシングとルーチング機能について述べる。 

 

第４章では、コネクションレスサービス（プロトコルクラス０，１）手順について規定する。 

 

▼第５章では、ＳＣＣＰ管理手順について規定する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲を規定していない】 

 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▽△を規定している】 

▽図１－１／ＪＴ－Ｑ７１４ ＳＣＣＰ概観△ 

 

2. アドレッシングおよびルーチング 

2.1 ＳＣＣＰアドレッシングの原則 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

 

2.2 ＳＣＣＰルーチング原則 

【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 
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2.2.1 ＭＴＰによって転送されたＳＣＣＰメッセージの受信 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

2.2.2 コネクションレス制御部またはコネクションオリエンテッド制御部からＳＣＣＰルーチング制御

へのメッセージ 

メッセージの宛先を示すアドレス情報は、コネクションレス制御部からＳＣＣＰルーチング制御部が

受信した各内部メッセージにより与えられる。ＸＵＤＴ、または、ＵＤＴメッセージの場合、アドレス

情報は「Ｎ－ユニットデータ」要求プリミティブに含まれる「着信アドレス」パラメータから得る。 

 

このアドレス情報は、次のような形式になる。 

 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▽△を規定している】 

２）ＤＰＣ＋ＭＴＰ－ＳＡＰインスタンス＋以下のいずれか 

ａ）０でないＳＳＮ 

▽ｂ）ＧＴまたはＧＴ＋０であるＳＳＮ△ 

ｃ）ＧＴ＋０でないＳＳＮ 

ｄ）０であるＳＳＮ 

 

３）▼０でないＳＳＮを伴うＧＴ▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲の規定が異なる】 

 

２），３）の形式はコネクションレスメッセージに適用される。 

 

2.2.2.1 ＤＰＣがある場合 

アドレス情報の中にＤＰＣがあり、そのＤＰＣがそのノード自身でない場合、そのメッセージは、以

下に示すアドレス情報を含んだ「ＭＴＰ－転送」要求プリミティブを使って、選択されたＭＴＰ－ＳＡ

Ｐインスタンスに渡される。 

 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▽△を規定している】 

 ２）０でないＳＳＮがあるがＧＴがない場合（節 2.2.2 の 2a）、与えられる｢着信アドレス｣情報は、

このＳＳＮと「ＳＳＮに基づくルーチング」と設定されたルーチング識別子から構成される。 

▽３）ＧＴはあるが、ＳＳＮがないかもしくはＳＳＮが０の場合（節 2.2.2 の 2b）、ＤＰＣはグロー

バルタイトル翻訳が行われる場所を示している。与えられる｢着信アドレス｣情報は、このＧＴと

「ＧＴに基づくルーチング」と設定されたルーチング識別子から構成される。△ 

 ４）０でないＳＳＮおよびＧＴの両方がある場合（節 2.2.2 の 2c）、与えられる｢着信アドレス｣は、

ＳＳＮとＧＴの両方から構成される。ルーチング識別子は、「ＧＴに基づくルーチング」と「Ｓ

ＳＮに基づくルーチング」のどちらにも設定されうる。ルーチング識別子の選択方法については、

本標準の規定の対象外である。 

 ５）０であるＳＳＮがあるがＧＴがない場合（節 2.2.2 の 2d）、アドレス情報は不完全であり、メ

ッセージは廃棄される。 

 

ＤＰＣがそのノード自身であり 
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【ＪＴ－Ｑ７１４では▽△を規定している】 

 １）０でないＳＳＮがあるがＧＴがない場合（節 2.2.2 の 2a）、メッセージはメッセージタイプお

よびサブシステムの状態によりコネクションレス制御部に渡される。 

▽２）ＧＴはあるがＳＳＮがないかもしくはＳＳＮが０の場合（節 2.2.2 の 2b）、メッセージは翻訳

機能へ渡される。△ 

  ３）０でないＳＳＮおよびＧＴの両方がある場合（節 2.2.2 の 2c）、メッセージが翻訳機能へ渡さ

れるかどうかはインプリメンテーションによる。 

 ４）０であるＳＳＮがあるがＧＴがない場合（節 2.2.2 の 2d）、アドレス情報は不完全であり、メ

ッセージは廃棄される。 

 

2.2.2.2 ＤＰＣがない場合 

ＤＰＣが存在しない場合（節 2.2.2 の 3）には、メッセージを送信する前にグローバルタイトルの翻

訳が必要となる。翻訳の結果、ＤＰＣを生成する。 

 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▽△を規定している】 

▽新しいＳＳＮまたはＧＴ、あるいは両者を生成することもある。グローバルタイトルを翻訳した結

果、生成したＧＴおよび／またはＳＳＮが翻訳前の着信アドレスに含まれていたＧＴおよび／またはＳ

ＳＮとは違う場合は、その新しいＧＴ、ＳＳＮが既存のものと置き換えられる。△ 

ＳＣＲＣの翻訳機能は、さらに、ＲＩを設定し、適当なＭＴＰ－ＳＡＰインスタンスを選択し、ＭＴ

Ｐ転送に必要な情報（ＯＰＣ、ＳＬＳおよびＳＩＯ）を与える。その後は、節 2.2.2.1 と同じようにル

ーチング手順を続ける。 

 

2.3 ＳＣＣＰルーチング 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

2.4 グローバルタイトル翻訳 

2.4.1 グローバルタイトル翻訳の一般的特徴 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

2.4.2 用語の定義 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

 

2.4.3 ＧＴＴ機能への入力 

【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

 

2.4.3.1 ローカル情報（必須） 

ローカル情報は、第一にルーチング情報を含み、第二に管理情報を含む。 

－ルーチング情報はインプリメントされる網に特有であり、ＧＴＴ機能への運用管理上の入力である。

これらはアプリケーションのためのグローバルタイトル翻訳に必要な｢翻訳ルール｣を記述した静

的データである。 

－管理情報は、アクセス可能性の観点でネットワークの状態を特定する情報である。管理情報は、Ｓ

ＣＣＰノードのアクセス可／不可（ＭＴＰおよびＳＣＣＰレベルでのアクセス可能／不可）、 

 

▼および別のＳＣＣＰノードにおけるＧＴアクセス可／不可▲を反映した動的データである。 
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【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲の規定が異なる】 

 

2.4.3.2 ＧＴ情報（必須） 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

2.4.3.3 ＳＳＮ（存在するなら必須） 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

2.4.3.4 負荷分散情報 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

2.4.4 ＧＴＴ機能の出力 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

2.4.5 グローバルタイトル翻訳機能 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

2.7 「発信アドレス」の扱い方 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

2.8 ルーチング故障 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

 

4. コネクションレス手順 

【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

 

4.1 データ転送 

「Ｎ－ユニットデータ」要求プリミティブは、コネクションレスデータ転送サービスを要求する発信

元ノードのＳＣＣＰユーザにより出される。 

ユーザデータは、ＳＣＣＰおよびＭＴＰルーチング機能を用いることにより、「Ｎ－ユニットデータ」

要求プリミティブ内に示される着信アドレスに対しＸＵＤＴまたはＵＤＴメッセージで転送される。 

▼コネクションレスデータ転送サービスは、ＳＣＣＰ管理メッセージの転送にも用いられ、それはＸ

ＵＤＴメッセージのデータフィールドで転送される。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲を規定していない】 

 

全てのアドレスに対する完全翻訳及びルーチングテーブルは、全てのノードにおいて必要とされない

が、ＳＣＣＰルーチング及び中継機能は、中継ノードにおいて必要とされる。 

 

ユーザデータがその着信先へ転送できない場合、メッセージ返送手順が起動される。 

 

注：ＳＣＣＰはＭＴＰのサービスを使用する。ＭＴＰは、ネットワーク状態がきびしいときメッセー

ジを捨てるかもしれない。（ＮＴＴ－Ｑ７０４節 2.3.5.1 参照）そのため、ＳＣＣＰユーザは、ユーザ

データの非配送を必ずしも通知されるとはかぎらない。ＭＴＰは、ＳＣＣＰに対し、「ＭＴＰ－休止」

表示プリミティブを用いることにより不稼働状態の信号局を、あるいは「ＭＴＰ－状態」表示プリミテ

ィブを用いることにより輻輳状態の信号局を通知する。 

▼その場合、ＳＣＣＰはそのユーザに対し通知する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲を規定していない】 

 

ＵＤＴまたはＸＵＤＴメッセージが着信先ノードにて受信されすべてのセグメントが再組立された

あと、 

▼ＳＣＣＰ管理メッセージでなければ、▲「Ｎ－ユニットデータ」表示プリミティブが出される。 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲を規定していない】 
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▼そのかわり、ＳＣＣＰ管理（ＳＣＭＧ）メッセージの場合はＳＣＭＧエンティティへ渡される。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲を規定していない】 

 

プロトコルクラス１では、発信ノードが同じ順序制御と着信アドレスを持つＳＣＣＰユーザからのＳ

ＣＣＰ－ＳＤＵの順序をＳＬＳ値にて保存する。加えて中継ノードと着信ノードは、同一ＳＬＳ値と着

信アドレスを持った前位のＳＣＣＰから受信したメッセージの順序を保持する。 

 

4.1.1 分割／再組立 

4.1.1.1 分割 

4.1.1.1.1 概要  【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

 

4.1.1.1.2 正常手順 

もしＳＣＣＰが分割が必要であると決定した場合には、もともとのブロックをＸＵＤＴメッセージに

て転送できる程度のより小さいデータブロックに分割する。セグメントの大きさは、その場所で知りう

るネットワークの状態に従って、送出されるセグメントの数が最小となるように決定されなければなら

ない。ひとつの「Ｎ－ユニットデータ」要求プリミティブに対して最大１６のセグメントを送ることが

できる。最初のセグメントの大きさは、分割前のメッセージの大きさが、最初のセグメントの長さとセ

グメントの数の積より小さいか、あるいは等しくなるように選ばれる。これによって着信側ＳＣＣＰは

効率的なバッファ管理が可能となる。 

 

ユーザデータをセグメントに分割した後、ＳＣＣＰは下記に示すように一連のＸＵＤＴメッセージを

生成する。 

－ＳＣＣＰはそれぞれのセグメントを、同一の着信アドレスと同一のＭＴＰルーチング情報（ＤＰＣ，

ＳＬＳ）をもつ別々のＸＵＤＴメッセージに設定する。 

－それぞれのＸＵＤＴメッセージの発信アドレスとＯＰＣは、節 2.1 ＳＣＣＰアドレッシングにて

記述された方法に従って、同一の値が設定されなければならない。 

－分割されたＸＵＤＴメッセージは分割パラメータを含まなければならない。 

－分割パラメータ内の「分割番号」フィールドは、分割手順において残っているセグメントの数が設

定される。例えば最初のセグメントならば、このフィールドは全セグメント数から１を引いた数に

設定されることになる。 

－分割パラメータ中のローカル参照フィールドは、ユニークなローカル参照が設定されなければなら

ない。ローカル参照は組立過程の完了まで凍結される。注） 

 

－最初のセグメントのＦビットは１に設定され、それ以外のセグメントのＦビットは０に設定される。 

－分割されたＸＵＤＴメッセージのプロトコルクラスは１が設定される。発ノードにおいて分割パラ

メータ中の順序保証オプションフィールドには「Ｎ－ユニットデータ」要求プリミティブにて示さ

れた値が設定される。 

 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▽△を規定している】 

▽もし分割が中継ノードで実行される場合、順序保証オプションフィールドには、入力メッセージで
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受信したプロトコルクラス値がそれぞれのセグメントに設定される。△ 

 

注）凍結の仕組みはインプリメンテーションマターである。 

 

4.1.1.1.3 エラー返送手順 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

4.1.1.2 再組立 

4.1.1.2.1 概要 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

4.1.1.2.2 正常手順 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

 
4.1.1.2.3 メッセージ返送手順 

エラー時メッセージ返送が再組立過程の一部として受信した XUDT メッセージに要求されていた場

合に、もし再組立の間にエラーが起これば、ＳＣＣＰはユーザデータの最初のセグメントを含んだ、Ｘ

ＵＤＴＳメッセージを戻すことが出来る。▼ただし、当社は分割された XUDT メッセージの最初のセ

グメントに「エラー時メッセージ返送」が設定されている場合、そのセグメントに対してのみ返送手順

を起動し、後続のセグメントに対する XUDTメッセージに設定されている「エラー時メッセージ返送」

は無視する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲を規定していない】 

 

メッセージに含まれるユーザデータの量は実現方式次第であるが、受信したユーザデータの最初の１

つまたは複数のブロックと一致しなけらばならない。 

いくつかのケースでは、これは分割仮定によって転送された最初のセグメントになるであろうしそう

でない場合もあるであろう。 

▼再組み立て機能は返送されるセグメント中に分割パラメータを付与しなくてもよい。ただし、付与

するときは、返送されるセグメントのセグメント番号を決して変更しない。（当社から返送するセグメ

ントに分割パラメータは付与しない場合がある。）▲最初のセグメントのみであることを与える明らか

な指示は無い。 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲の規定が異なる】 

 

次のエラーは再組み立て時に発生する 

・着側での再組立不可 

・メッセージ転送時のエラー 

・ローカル処理時のエラー 

・再組立実行バッファ空間なし 

4.1.1.2.3.1 着側での再組立不可 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

4.1.1.2.3.2 メッセージ転送時のエラー 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

4.1.1.2.3.3 ローカル処理時のエラー 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

4.1.1.2.3.4 再組立実行バッファ空間なし 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

4.2 メッセージ返送手順 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

4.3 シンタックスエラー 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 
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5. ＳＣＣＰ管理手順 

▼ＳＣＣＰ管理手順として「グローバルタイトル状態管理」を適用する。手順内容は、付属資料Ｅに

記述する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲を規定していない】 
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付属資料 Ｃ 

Ｎｏ．７信号方式信号接続制御部状態遷移図（ＳＴＤ） 

 

C.1 概要 

本付属資料は、ＩＴＵ－Ｔ仕様記述言語（ＳＤＬ）に従った主要なＳＣＣＰ機能（ＮＴＴ－Ｑ７１４

付属資料Ｄに含まれているＳＣＣＰ管理部（ＳＣＭＧ）は除く）の記述を含んでいる。 

 

▼図Ｅ－2.2▲／ＮＴＴ－Ｑ７１４は、ＳＣＣＰ全体に対する機能ブロックへの分割を示し、機能ブ

ロックの機能的相互動作や他のＮｏ．７信号方式の主要な機能（例えばＭＴＰ）との機能的相互動作を

示している。 

▼図Ｅ－2.2▲／ＮＴＴ－Ｑ７１４で示される機能の細分化は参照モデルを示すことと、ＳＣＣＰ手

順本文の解釈を助けることを目的としている。状態遷移図は、リモートロケーションから見える正常及

び異常な状態での信号方式の動作を正確に示すよう意図されている。 

以下の図で示される機能的分割は、システム動作の理解を容易にするためのみに用いられ、信号方式

の具体的な実現方式を規定することが目的でないことを強調しなければならない。 

【ＪＴ－７１４では▼▲の規定が異なる】 

 

C.2 記法 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

C.3 図 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

 

C.4 略号およびタイマ 

付図Ｃ－１／ＮＴＴ－Ｑ７１４～Ｃ－１３／ＮＴＴ－Ｑ７１４で使用される略号およびタイマを以

下に示す。 

 

略号 

ＣＲ  接続要求 

ＤＰＣ 着信号局コード 

ＧＴ  グローバルタイトル 

ＩＴ  不活性試験 

ＭＳＧ メッセージ 

ＭＴＰ メッセージ転送部 

ＮＰＤＵ ネットワークプロトコルデータユニット 

ＮＳＤＵ ネットワークサービスデータユニット 

ＰＣ  信号局コード 

ＳＣＣＰ 信号接続制御部 

ＳＣＬＣ ＳＣＣＰコネクションレス制御部 

ＳＣＭＧ ＳＣＣＰ管理部 

ＳＣＯＣ ＳＣＣＰコネクションオリエンテッド制御部 

ＳＣＲＣ ＳＣＣＰルーチング制御部 

ＳＬＳ 信号リンク選択番号 

ＳＳ  サブシステム 

ＳＳＮ サブシステム番号 

ＳＳＰＣ サブシステム禁止制御部 

 

タイマ 

Ｔ（reassembly）最初のセグメント受信後残りのセグメントの全セグメント受信のための待ち▼１０秒

▲ 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲の規定が異なる】 

 

付図Ｃ－１／ＮＴＴ－Ｑ７１４ ＳＣＣＰルーチング制御部(ＳＣＲＣ) 【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠す

る】 

付図Ｃ－２／ＮＴＴ－Ｑ７１４～Ｃ－１１／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 【規定しない】 

付図Ｃ－１２／ＮＴＴ－Ｑ７１４ ＳＣＣＰコネクションレス制御部（ＳＣＬＣ） 

【ＪＴ－Ｑ７１４に準拠する】 

 

付図Ｃ－１３／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 【規定しない】 
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▼                    付属資料Ｅ 

ＳＣＣＰ管理手順（グローバルタイトル状態管理） 

 

E.1 概要 

ＳＣＣＰ管理の機能は大別して信号網故障制御と信号網輻輳制御がある。信号網故障制御については、

ＩＴＵ－Ｔで規定されている信号局状態管理とともに、グローバルタイトルルーチングの性能を向上さ

せるため、「グローバルタイトル状態管理」を適用し更に信号局状態管理を拡張する。信号網輻輳制御

に関してはＩＴＵ－Ｔでは未定であるため、独自に「グローバルタイトル状態管理」にて信号網輻輳制

御を実現する。なお、ＩＴＵ－Ｔで規定されている「サブシステム状態管理」については、当面採用し

ない。 

ＳＣＣＰレベルにおける網管理機能を実現するＳＣＣＰ管理メッセージ（ＳＣＭＧ）のＭＴＰプライ

オリティは、最優先（＝３）とする。 

 

ＳＣＣＰ管理はリモートＳＣＣＰノードの状態を管理する。ＳＣＣＰ管理はアクセス不可能な着信局

へのトラヒックを止めるＳＣＣＰルーチング制御、又は、代替ルーチングを通じてのトラヒックのリル

ーチングを規定するＳＣＣＰルーチング制御を連携する。（ＳＣＣＰルーチング制御は翻訳機能を含

む） 

 

(1) 単独形態(solitary mode): 

次の翻訳ノードはある単一の SCCP ノードから選択される。そのノードかその SCCP に故障がおこった

場合、SCCP 管理は SCCP ルーチング制御に通知し、単独ノードへのトラヒックは廃棄、あるいは返送オ

プションが設定されていれば返送される。 

 

(2) 現用/予備による二重化サービス形態(replicated service in dominant mode): 

次の翻訳ノードは、二つの SCCP ノードの中から選択できる。特有のサブドメインへの（グローバル

タイトルの範囲により識別される）トラヒックは、通常、第一翻訳ノードの SCCP へ送信される。第一

翻訳ノードがアクセス不可能の場合、SCCP 管理はルーチング制御に通知し、このトラヒックは「バック

アップ」ノードの SCCP へ送信される。第一翻訳ノードが再びアクセス可能となるとすぐにトラヒック

は再び第一翻訳ノードに送信される。 

信号網接続においてクロスリンクを適用しない場合はこの形態を用いる。 

 

(3) 動的な負荷分散の二重化サービス形態(replicated service in dynamically loadshared mode): 

次の翻訳ノードは、二つの SCCP ノードの中から選択される。トラヒックはトラヒック送信ノードで

動的に二つの SCCP ノードへ分散される。トラヒックを受けた次の１対の SCCP のノードはお互いにバッ

クアップする。そのうちの１つのノードがアクセス不可能であると、SCCP 管理はルーチング制御に通知

し、トラヒックは他のもう１つのノードへ発信される。先のアクセス不可能なノードが再び可能となる

とすぐにトラヒックは動的に二つのノードへ再び分配される。 

信号網接続においてクロスリンクを適用する場合はこの形態を用いる。なお、負荷分散実施時、相手

側網のわたりリンクを用いないように次翻訳ノードを選択する。具体的な選択方法についてはインプリ

メントマターとする。 

当社の信号網においては、ＭＴＰ部のＳＬＳに従い次翻訳ノードを選択する。 

 

本付属資料では、ＮＴＴ－Ｑ７１１，ＮＴＴ－Ｑ７１２及び、ＮＴＴ－Ｑ７１３にて記載されている

「サブシステム状態管理」との混在を避けるため、「ＳＣＣＰ管理のプリミティブとパラメータ（ＮＴ

Ｔ－Ｑ７１１）」と「ＳＣＣＰ管理メッセージ及びコード（ＮＴＴ－Ｑ７１３）」を「グローバルタイト

ル状態管理」として記述する。 

なお、本付属資料の内容は信号網接続におけるＳＣＣＰ管理手順を示すものであり、内部動作及び、

インプリメントを規定するものではない。 
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E.2 ＳＣＣＰ管理共通事項 

E.2.1 信号網構成 

図Ｅ－2.1／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 信号接続網構成 

 

当社の信号網において回線非対応信号のＳＣＣＰルーチングを行なうノードはＧＷ－ＳＴＰである。

信号網接続に供される各ノードに付与される信号局番号は、協定事業者間においてユニークに付与され

たコードを用いる。 

 

E.2.2 ＳＣＣＰ管理のプリミティブとバラメータ 

ＳＣＣＰ管理(SCMG)よりＳＣＣＰユーザへ、グローバルタイトル状態を通知する手段として、「Ｎ－

ＧＴ休止」、「Ｎ－ＧＴ再開」、「Ｎ－ＧＴ状態」プリミティブを規定する。 

 

表Ｅ－2.1／ＮＴＴ－Ｑ７１４ ＳＣＣＰ管理のプリミティブとパラメータ 

プリミティブ 

ジェネリック名称 特定名称 
パラメータ 

Ｎ－ＧＴ休止 表示 
関連グローバルタイトル 

グローバルタイトル禁止表示 

Ｎ－ＧＴ再開 表示 
関連グローバルタイトル 

グローバルタイトル開始表示 

Ｎ－ＧＴ状態 表示 
関連グローバルタイトル 

グローバルタイトル禁止表示状態 

 

 

わたりリンク 

Ａ面信号網 GW-STP

Ｂ面信号網 GW-STP

ＳＥＰ 

Ｂ面信号網 GW-STP

Ａ面信号網 GW-STP

ＳＥＰ

わたりリンク 

S-POI

事業者Ａ     事業者Ｂ 

：クロスリンク設定時 

＊： 各 リ ン ク セ ッ ト の 呼 称 は

NTT-Q704 図 2.2-6を参照 
S-POI：Signal-Point Of Interface 
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E.2.2.1 プリミティブ 

(1) ＧＴ休止 

「Ｎ－ＧＴ休止」プリミティブは、ＳＣＣＰユーザに対し、特定ＧＴのＳＣＣＰサービスが全面的に

不可能であることを通知するために用いられる。 

 

表Ｅ－2.2／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 「Ｎ－ＧＴ休止」プリミティブのパラメータ 

プリミティブ 
パラメータ 

Ｎ－ＧＴ休止表示 

関連グローバルタイトル ○
＊１

 

グローバルタイトル禁止表示 ○
＊２

 

 

注：○は設定を示す。 

＊１：パラメータは条件付きで存在（個別のグローバルタイトルの転送禁止の場合設定され

る。） 

＊２：パラメータは条件付きで存在（全てのグローバルタイトルの転送禁止の場合設定され

る。） 

 

(2) ＧＴ再開 

「Ｎ－ＧＴ再開」プリミティブは、ＳＣＣＰユーザに対し、特定ＧＴのＳＣＣＰサービスを提供する

ことが可能となったことを通知するために用いられる。 

 

表Ｅ－2.3／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 「Ｎ－ＧＴ再開」プリミティブのパラメータ 

プリミティブ 
パラメータ 

Ｎ－ＧＴ再開表示 

関連グローバルタイトル ○
＊１

 

グローバルタイトル開始表示 ○
＊２

 

 

注：○は設定を示す。 

＊１：パラメータは条件付きで存在（個別のグローバルタイトルの転送開始の場合設定され

る。） 

＊２：パラメータは条件付きで存在（全てのグローバルタイトルの転送開始の場合設定され

る。） 

 

(3) ＧＴ状態 

「Ｎ－ＧＴ状態」プリミティブは、ＳＣＣＰユーザに対し、特定ＧＴの輻輳状態、輻輳解除状態を通

知するために用いられる。 

 

表Ｅ－2.4／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 「Ｎ－ＧＴ状態」プリミティブのパラメータ 

プリミティブ 
パラメータ 

Ｎ－ＧＴ状態表示 

関連グローバルタイトル  ○
＊１

 

グローバルタイトル禁止表示  ○
＊２

 

状態 ○ 

 

注：○は設定を示す。 

＊１：パラメータは条件付きで存在（個別のグローバルタイトルの輻輳、または転送可能の場

合設定される。） 

＊２：パラメータは条件付きで存在（全てのグローバルタイトルの輻輳、または転送可能の場

合設定される。） 
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E.2.2.2 パラメータ 

(1) 関連グローバルタイトル 

「関連グローバルタイトル」パラメータは、輻輳、転送禁止または転送可能となったグローバルタイ

トルを示す。 

 

(2) グローバルタイトル禁止表示 

「グローバルタイトル禁止表示」パラメータは、禁止・輻輳状態となった場合、全てのグローバルタ

イトルに関しての状態変化を表示する。 

「グローバルタイトル禁止表示」は以下の値を取り得る。 

－表示なし 

－全ＧＴ使用不可 

 

(3) グローバルタイトル開始表示 

「グローバルタイトル開始表示」パラメータは、グローバルタイトルの開始状態を示す。 

「グローバルタイトル開始表示」は以下の値を取り得る。 

－表示なし 

－全ＧＴ使用可 

 

(4) 状態 

「状態」パラメータは、ユーザに通知する状態を示す。 

「状態」は以下の値を取り得る。 

－輻輳状態 

－通常状態 
 

E.2.2.3 パラメータ設定方法 

ＳＣＭＧより、ＳＣＣＰユーザへ通知するＳＣＣＰ管理プリミティブのパラメータ設定方法を以下に

示す。 

 

表Ｅ－2.5／ＮＴＴ－Ｑ７１４ ＳＣＣＰ管理プリミティブのパラメータ設定方法 

ＧＴ休止 ＧＴ再開 ＧＴ状態（輻輳） ＧＴ状態（通常） プリミティブ

パラメータ 全ＧＴ 関連ＧＴ 全ＧＴ 関連ＧＴ 全ＧＴ 関連ＧＴ 全ＧＴ 関連ＧＴ

関連グローバルタイトル － 関連ＧＴ － 関連ＧＴ － 関連ＧＴ － 関連ＧＴ

グローバルタイトル禁止表示 全ＧＴ － － － 全ＧＴ － 全ＧＴ － 

グローバルタイトル開始表示 － － 全ＧＴ － － － － － 

状態 － － － － 輻輳 輻輳 通常 通常 

注：－はパラメータなし。 
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E.2.3 ＳＣＣＰの機能ブロック構成 

図Ｅ－2.2／ＮＴＴ－Ｑ７１４ ＳＣＣＰの機能ブロック構成（信号網接続用） 
 
 
E.3 信号網接続における禁止制御 

E.3.1 「ＭＴＰ－休止」表示プリミティブにおける禁止状態の通知 

ＭＴＰ部よりＳＣＣＰ管理部(SCMG)に通知される「ＭＴＰ－休止」表示プリミティブが故障を契機と

して起動される要因として、自局における故障検出と転送禁止メッセージ(TFP)受信がある。 
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SCCP 

ルーチング制御 
(SCRC) 

 
SCCP 

コネクションレス制御 
(SCLC) 

GTP

GTC

GTC

GTC送出要求

GTP送出要求

通知＊ 

ローカル放送＊ 

ＭＴＰ部 

M
TP-転

送
表
示

M
TP-転

送
要
求

M
TP-休

止
表
示

M
TP-再

開
表
示

M
TP-状

態
表
示

＊：「ローカル放送」はルーチングデータの変更をＳＣＣＰ管理に通知する。 
  「ローカル放送」、「通知」の実現方法はインプリメントに委ねる。 
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E.3.1.1 故障検出局の動作 

 

(1) 発信号局(SEP)における故障検出 
 

発信号局のＭＴＰ部において故障を検出した場合、ＭＴＰ部はＳＣＣＰ管理部(SCMG)に対して「ＭＴ

Ｐ－休止」表示プリミティブで関連信号局を通知する。ＳＣＣＰ管理部(SCMG)は、「ＭＴＰ－休止」表

示プリミティブのパラメータに含まれる信号局番号(Affected PC)と関連するグローバルタイトルを当

該信号局へ送信することを禁止する。また、特定グローバルタイトルの次翻訳ノードへのアクセスが不

可能である時、該当グローバルタイトルのルーチングを規制すると共に、「Ｎ－ＧＴ休止」表示プリミ

ティブにより関連グローバルタイトルをＳＣＣＰユーザに通知する。（注1） 

全グローバルタイトルの次翻訳ノードへのアクセスが不可能である時、全てのグローバルタイトルの

ルーチングを規制すると共に、「Ｎ－ＧＴ休止」表示プリミティブにより全ＧＴ使用不可をＳＣＣＰユ

ーザに通知する。 

ＳＣＣＰ管理部(SCMG)はＭＴＰ部より故障解除の「ＭＴＰ－再開」表示プリミティブが通知されるま

で禁止状態として管理を行なう。また、特定グローバルタイトルの次翻訳ノードへのアクセスが可能と

なった時、該当グローバルタイトルのルーチングを再開すると共に、「Ｎ－ＧＴ再開」表示プリミティ

ブにより関連グローバルタイトルをＳＣＣＰユーザに通知する。 

全グローバルタイトルの次翻訳ノードへのアクセスが可能となった時、全てのグローバルタイトルの

ルーチングを再開すると共に、「Ｎ－ＧＴ再開」表示プリミティブにより全ＧＴ使用可をＳＣＣＰユー

ザに通知する。 

                                                                                                                                                             
（注1）「Ｎ－ＧＴ休止」表示プリミティブにて休止状態を通知されるＳＣＣＰユーザの動作についてはア
プリケーションの規定である。 
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図Ｅ－3.1／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 故障検出時の動作（発信号局） 

 

(2) 信号中継局（翻訳ノード）における故障検出 
 

信号中継局のＭＴＰ部において故障を検出した場合、ＭＴＰ部はＳＣＣＰ管理部(SCMG)に対して「Ｍ

ＴＰ－休止」表示プリミティブで関連信号局を通知する。ＳＣＣＰ管理部(SCMG)は「ＭＴＰ－休止」表

示プリミティブのパラメータに含まれる信号局番号(Affected PC)と関連するグローバルタイトルを当

該信号局へ送信することを禁止する。 

ＳＣＣＰ管理部(SCMG)はＭＴＰ部より故障解除の「ＭＴＰ－再開」表示プリミティブが通知されるま

で禁止状態として管理を行なう。 
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図Ｅ－3.2／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 故障検出時の動作（信号中継局） 
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E.3.2 グローバルタイトル転送禁止(GTP)信号受信による故障検出 

 

E.3.2.1 グローバルタイトル転送禁止(GTP)信号受信局における動作 

 

(1) 発信号局(SEP)におけるＧＴＰ受信 
 

発信号局がＧＴＰを受信した場合、ＳＣＣＰ管理部(SCMG)は受信メッセージに含まれる関連グローバ

ルタイトルをＧＴＰ生成局へ送信することをタイマＴ(prohibit info.)
（注2）

の間禁止する。また、

特定グローバルタイトルの次翻訳ノードへのアクセスが不可能である時、該当するグローバルタイトル

のルーチングを規制すると共に、「Ｎ－ＧＴ休止」表示プリミティブにより関連グローバルタイトルを

ＳＣＣＰユーザに通知する。
（注3）

 

ＳＣＣＰ管理部(SCMG)はタイマＴ(prohibit info.)満了時に、ルーチング禁止状態をルーチング開始

状態に変更し、グローバルタイトルのルーチングを再開する。また、特定グローバルタイトルの次翻訳

ノードへのアクセスが可能となった時、該当グローバルタイトルのルーチングを再開すると共に、「Ｎ

－ＧＴ再開」表示プリミティブにより関連グローバルタイトルをＳＣＣＰユーザに通知する。 

 

図Ｅ－3.3／ＮＴＴ－Ｑ７１４ ＧＴＰ受信時の動作（発信号局） 

 

                                                                                                                                                             
（注2）タイマＴ(prohibit info.)のタイマ値は３０秒とする。 
（注3）「Ｎ－ＧＴ休止」表示プリミティブにて休止状態を通知されるＳＣＣＰユーザの動作についてはア
プリケーションの規定である。 
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(2) 信号中継局（翻訳ノード）におけるＧＴＰ受信 
 

信号中継局がＧＴＰを受信した場合、ＳＣＣＰ管理部(SCMG)は受信メッセージに含まれる関連グロー

バルタイトルをＧＴＰ生成局へ送信することをタイマＴ(prohibit info.)
（注4）

の間禁止する。ＳＣ

ＣＰ管理部(SCMG)はタイマＴ(prohibit info.)満了時に、ルーチング禁止状態をルーチング開始状態に

変更し、グローバルタイトルのルーチングを再開する。 

 

図Ｅ－3.4／ＮＴＴ－Ｑ７１４ ＧＴＰ受信局の動作（信号中継局） 

 

                                                                                                                                                             
（注4）タイマＴ(prohibit info.)のタイマ値は３０秒とする。 
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E.3.3 禁止状態として管理する関連グローバルタイトル向け信号(XUDT)受信時の動作 

 

E.3.3.1 発信号局(SEP)における動作 

 

自局のＳＣＣＰユーザから「Ｎ－ユニットデータ」要求プリミティブを受信したＳＣＣＰコネクショ

ンレス制御部(SCLC)は、ＳＣＣＰルーチング制御部(SCRC)に引き継ぐ。 

ＳＣＣＰルーチング制御部(SCRC)は、着アドレス情報に含まれるアドレス情報を分析し翻訳を行なう。

ＳＣＣＰルーチング制御部(SCRC)の翻訳部は、翻訳結果の着信号局番号と当該グローバルタイトル状態

を判定する。アクセス可であれば、翻訳結果の着信号局番号を次翻訳ノードとしてＭＴＰ部に対して「Ｍ

ＴＰ－転送」要求プリミティブで信号を送出する。 

状態判定の結果がアクセス不可の場合、バックアップ翻訳ノードが存在するか判定する。バックアッ

プ翻訳ノードが存在する場合は、バックアップ翻訳ノードの状態を判定し、アクセス可であれば、バッ

クアップ翻訳ノードを着信号局として、ＭＴＰ部に対して「ＭＴＰ－転送」要求プリミティブで信号を

送出する。 

次翻訳ノードがアクセス不可である場合、ＳＣＣＰルーチング制御部(SCRC)は、ＳＣＣＰコネクショ

ンレス制御(SCLC)に対して、ルーチング失敗を通知する。ＳＣＣＰコネクションレス制御(SCLC)は、メ

ッセージ返送手順を起動する。 

 

図Ｅ－3.5／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 禁止管理時の信号送出動作（発信号局） 
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E.3.3.2 信号中継局（翻訳ノード）における動作 

 

ＭＴＰ部より「ＭＴＰ転送」表示プリミティブを受信したＳＣＣＰルーチング制御部(SCRC)は、着ア

ドレス情報に含まれるアドレス情報を分析し翻訳を行なう。ＳＣＣＰルーチング制御部(SCRC)の翻訳部

は、翻訳結果の着信号局番号と当該グローバルタイトル状態を判定する。アクセス可であれば、翻訳結

果の着信号局番号を次翻訳ノードとしてＭＴＰ部に対して「ＭＴＰ－転送」要求プリミティブで信号を

送出する。 

状態判定の結果がアクセス不可の場合、バックアップ翻訳ノードが存在するか判定する。バックアッ

プ翻訳ノードが存在する場合は、バックアップ翻訳ノードの状態を判定し、アクセス可であれば、バッ

クアップ翻訳ノードを着信号局として、ＭＴＰ部に対して「ＭＴＰ－転送」要求プリミティブで信号を

送出する。 

次翻訳ノードがアクセス不可である場合、ＳＣＣＰルーチング制御部(SCRC)は、ＳＣＣＰ管理部

(SCMG)に対して、グローバルタイトル禁止信号(GTP)の送出要求を行なう。また、ＳＣＣＰコネクショ

ンレス制御(SCLC)に対して、ルーチング失敗を通知する。ＳＣＣＰコネクションレス制御(SCLC)は、メ

ッセージ返送手順を起動する。 

 

図Ｅ－3.6／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 禁止状態での信号受信（信号中継局） 
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ＭＴＰ部よりＳＣＣＰ管理部(SCMG)に通知される「ＭＴＰ－状態」表示プリミティブが輻輳を契機と

して起動される要因として、自局における輻輳検出と転送統制メッセージ(TFC)受信による輻輳検出が
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E.4.1.1 輻輳検出局の動作 

 

(1) 発信号局(SEP)における輻輳検出 
 

発信号局のＭＴＰ部において輻輳を検出した場合、ＭＴＰ部はＳＣＣＰ管理部(SCMG)に対して「ＭＴ

Ｐ－状態」表示プリミティブで輻輳状態を通知
（注5）

する。ＳＣＣＰ管理部(SCMG)は「ＭＴＰ－状態

（輻輳）」表示プリミティブのパラメータに含まれる信号局番号(Affected PC)と関連するグローバルタ

イトルを輻輳状態として管理する。また、ＳＣＣＰユーザに対しては「Ｎ－ＧＴ状態」表示プリミティ

ブで輻輳状態を通知する。
（注6） 

ＳＣＣＰ管理部(SCMG)はＭＴＰ部より輻輳解除の「ＭＴＰ－状態（通常）」表示プリミティブが通知

されるか、ＭＴＰ部から「ＭＴＰ－休止」表示プリミティブが通知されるまで輻輳状態として管理を行

なう。ＳＣＣＰ管理部(SCMG)は輻輳状態が解除した場合、ＳＣＣＰユーザに対して「Ｎ－ＧＴ状態」表

示プリミティブで状態が通常となったことを通知する。 

 

図Ｅ－4.1／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 輻輳検出時の動作（発信号局） 

                                                                                                                                                             
（注5）「ＭＴＰ－状態」表示プリミティブにて通知する情報は、「輻輳」「通常」の２値とする。 
（注6）「Ｎ－ＧＴ状態」表示プリミティブにて輻輳状態を通知されるＳＣＣＰユーザの動作についてはア
プリケーションの規定である。 
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(2) 信号中継局（翻訳ノード）における輻輳検出 
 

信号中継局のＭＴＰ部において輻輳を検出した場合、ＳＣＣＰ管理部(SCMG)に対して「ＭＴＰ－状態」

表示プリミティブで輻輳状態を通知する。ＳＣＣＰ管理部(SCMG)は「ＭＴＰ－状態（輻輳）」表示プリ

ミティブのパラメータに含まれる信号局番号(Affected PC)と関連するグローバルタイトルを輻輳状態

として管理する。ＳＣＣＰ管理部(SCMG)はＭＴＰ部より輻輳解除の「ＭＴＰ－状態（通常）」表示プリ

ミティブを通知されるか、ＭＴＰ部から「ＭＴＰ－休止」表示プリミティブが通知されるまで輻輳状態

として管理を行なう。 

信号中継局にて次翻訳ノードの信号局番号が影響を受ける信号局番号に設定されたTFCを受信した場

合、次翻訳ノード向け関連グローバルタイトルを輻輳状態としてタイマＴ(TFC)
（注7）

の間管理する。

（注8）
 

 

図Ｅ－4.2／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 輻輳検出時の動作（信号中継局） 

                                                                                                                                                             
（注7）信号中継局におけるＴＦＣ受信時のタイマＴ(TFC)のタイマ値は１０秒とする。 
（注8）輻輳状態の管理方法はインプリメントマターである。 
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E.4.2 グローバルタイトルトラヒック制御(GTC)信号受信による輻輳検出 

E.4.2.1 グローバルタイトルトラヒック制御(GTC)信号受信局における動作 

 

(1) 発信号局(SEP)におけるＧＴＣ受信 
 

発信号局がＧＴＣを受信した場合、ＳＣＣＰ管理部(SCMG)は受信メッセージに含まれる関連グローバ

ルタイトルを輻輳状態としてタイマＴ(congest info.)
（注9）

の間管理し、ＳＣＣＰユーザに対しては

「Ｎ－ＧＴ状態」表示プリミティブで輻輳状態を通知する。
（注10）

 

ＳＣＣＰ管理部(SCMG)はタイマＴ(congest info.)満了時に、輻輳状態として管理している関連グロ

ーバルタイトルの状態を輻輳解除とし、ＳＣＣＰユーザに対しては「Ｎ－ＧＴ状態」表示プリミティブ

で状態が通常となったことを通知する。 

 

図Ｅ－4.3／ＮＴＴ－Ｑ７１４ GTC 受信時の動作（発信号局） 

 

(2) 信号中継局（翻訳ノード）におけるＧＴＣ受信 
ＧＴＣは発信号局に対して送信されるため、信号中継局ではアドレス情報分析により通常のルーチン

グ処理を実行する。アドレス情報の分析の結果、自ノード着信であった場合当該信号を廃棄し、ＧＴＣ

受信に基づく動作はとらない。 

                                                                                                                                                             
（注9）発信号局におけるＧＴＣ受信時のタイマＴ(congest info.)のタイマ値は２０秒とする。 
（注10）「Ｎ－ＧＴ状態」表示プリミティブにて輻輳状態を通知されるＳＣＣＰユーザの動作については
アプリケーションの規定である。 
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E.4.3 輻輳状態として管理する関連グローバルタイトル向け信号(XUDT)受信時の動作 

 

E.4.3.1 発信号局(SEP)における動作 

 

自局のＳＣＣＰユーザから「Ｎ－ユニットデータ」要求プリミティブを受信したＳＣＣＰコネクショ

ンレス制御部(SCLC)は、ＳＣＣＰルーチング制御部(SCRC)に引き継ぐ。 

ＳＣＣＰルーチング制御部(SCRC)は、着アドレス情報に含まれるアドレス情報を分析し翻訳を行なう。

ＳＣＣＰルーチング制御部(SCRC)の翻訳部は、当該グローバルタイトルの状態を判定する。当該グロー

バルタイトルが輻輳状態として管理されていた場合でも特別な動作を行なわず、翻訳結果に従いＭＴＰ

部に対して「ＭＴＰ－転送」要求プリミティブで信号を送出する。 

 

図Ｅ－4.4／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 輻輳管理時の信号送出動作（発信号局） 
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E.4.3.2 信号中継局（翻訳ノード）における動作 

 

ＭＴＰ部より「ＭＴＰ－転送」表示プリミティブを受信したＳＣＣＰルーチング制御部(SCRC)は、着

アドレス情報を分析し翻訳を行なう。ＳＣＣＰルーチング制御部(SCRC)は、当該グローバルタイトルの

状態を判定し輻輳状態として管理されていた場合、当該グローバルタイトルが輻輳状態である旨を発信

号局へ通知するため、ＳＣＣＰ管理部(SCMG)に対してグローバルタイトルトラヒック制御信号(GTC)の

送出要求を行なう。 

ＳＣＣＰルーチング制御部(SCRC)は、翻訳結果に従いＭＴＰ部に対して当該メッセージを「ＭＴＰ－

転送」要求プリミティブで信号を送出する。 

 

図Ｅ－4.5／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 輻輳管理時の信号受信動作（信号中継局） 
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E.5 ＧＴＰ、ＧＴＣ信号の構成 

 

E.5.1 ＳＣＣＰ管理メッセージの構成 

 

グローバルタイトル転送禁止（ＧＴＰ）及び、グローバルタイトルトラヒック制御（ＧＴＣ）の構成

を示す。 

 

E.5.1.1 ＳＣＭＧメッセージの構成 

 

表Ｅ－5.1／ＮＴＴ－Ｑ７１４ ＳＣＭＧメッセージの構成 

パラメータ タイプ 長さ（オクテット） 

ＳＣＭＧメッセージ種別 Ｆ １ 

関連グローバルタイトル Ｏ ６～１０ 

オプションパラメータ終了 Ｏ １ 

 

E.5.1.2 信号構成 

 

(1) ＧＴＰ信号の構成 
 

 

*1：メッセージ種別（0001 0001：拡張ユニッ

トデータ） 

*2：プロトコルクラス 

（0000 0000：クラス０、特別なオプショ

ンなし） 

*3：ルーチング識別子（１：ルーチングはＳ

ＳＮに基づく） 

*4：グローバルタイトル識別子 

（００００：グローバルタイトルなし） 

*5：サブシステム番号識別子 

（１：サブシステム番号が含まれる） 

*6：信号局コード識別子（０：信号局番号を

含まない） 

*7：信号局コード識別子（１：信号局番号が

含まれる） 

*8：サブシステム番号（0000 0001：ＳＣＣＰ

管理） 

 

（注）：ＭＴＰ部のＤＰＣへはＧＴＰ信号送出

の契機となったＸＵＤＴ信号のＭＴＰ

部のＯＰＣを設定する。 

 

 

 

 

図Ｅ－5.1／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 発着アドレスのマッピング（ＧＴＰ） 
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長さ表示 

０ *3 *4 *5 *6 
ＳＳＮ(0000 0001)*8 

長さ表示 
０ *3 *4 *5 *7 

信号局コード 
 

サブシステム番号*8 
データ 

（ＳＣＭＧメッセージ） 
 

発信アドレス 

着信アドレス 
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(2) ＧＴＣ信号の構成 
 

 

*1：メッセージ種別（0001 0001：拡張ユニット

データ） 

*2：プロトコルクラス 

（0000 0000：クラス０、特別なオプション

なし） 

*3：着信アドレス内のグローバルタイトルはＧＴ

Ｃ信号送出の契機となったＸＵＤＴ信号の

発信アドレス内のグローバルタイトルを設

定する。 

*4：ルーチング識別子（０：ルーチングはＧＴに

基づく） 

*5：グローバルタイトル識別子 

（0010：グローバルタイトルは翻訳タイプの

みを含む） 

*6：サブシステム番号識別子 

（１：サブシステム番号が含まれる） 

*7：信号局番号表示(０：信号局番号を含まない) 

*8：サブシステム番号(0000 0001:ＳＣＣＰ管理) 

*9：発信アドレス内のグローバルタイトルはＧＴ

Ｃ信号送出の契機となったＸＵＤＴ信号の

着信アドレス内のグローバルタイトルを設

定する。 

 

図Ｅ－5.2／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 発着アドレスのマッピング（ＧＴＣ） 

 

(3) ユーザデータ部の構成 
 

*1：ユーザデータ長は GTI を含むオクテットと翻

訳タイプを含むオクテットとアドレス情報フ

ィールドのオクテット数の和である。 

*2：ＳＣＭＧメッセージ種別 

（1110 1111：グローバルタイトル転送禁止／ 

 1110 1110：グローバルタイトルトラヒック

制御） 

*3：ＳＣＭＧメッセージパラメータ種別（注） 

（1111 1110：関連グローバルタイトル／ 

  1111 1101：グローバルタイトル禁止表示） 

*4：グローバルタイトル識別子 

（0010：グローバルタイトルは翻訳タイプのみ

を含む） 

*5：翻訳タイプ 

（1110 1000：事業者識別コード＋ 

  サービス識別情報／ 

 1110 1001：事業者識別コード＋網内情報） 

（注）：信号網接続においてのＳＣＭＧメッセージ

パラメータ種別は、「関連グローバルタイ

トル」のみを使用する。（「グローバルタイ

トル禁止表示」は全グローバルタイトルの

禁止に使用する） 

 

図Ｅ－5.3／ＮＴＴ－Ｑ７１４ ＳＣＭＧ（ユーザデータ部）のマッピング 
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長さ表示 

０ *4 *5 *6 *7 
サブシステム番号*8 
グローバルタイトル*3 

長さ表示 
０ *4 *5 *6 *7 

サブシステム番号*8 
グローバルタイトル*9 

データ 
（ＳＣＭＧメッセージ） 

発信アドレス 

着信アドレス 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 
ユーザデータ長*1 

SCMGメッセージ種別*2 
ポインタ(0000 0001) 

SCMGメッセージパラメータ種別*3 
長さ表示 

予備 *4 予備 
翻訳タイプ*5 

アドレス情報 

オプションパラメータ終了(0000 0000) 

関連グローバ

ルタイトル 
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(4) 関連グローバルタイトルの構成 
リモートＳＣＭＧにて管理するべき情報を設定する。設定する情報は「事業者識別コード＋サービス

識別情報（信号網接続）」または「事業者識別コード＋網内情報（信号網接続）」である。 

 

表Ｅ－5.2／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 翻訳タイプ＝事業者識別コード＋サービス識別情報 

パラメータ BIN/BCD 最大長 規定長（オクテット）

事業者識別コード BCD ２オクテット

偶奇表示（注） BIN １ビット 

サービス識別コード BCD 2BCD 

Ｇ
Ｔ
情
報 サービス固有情報 BCD 3BCD（注） 

２／４／５／６ 

（注）：奇数時はフィラーを付与する。 

 

表Ｅ－5.3／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 翻訳タイプ＝事業者識別コード＋網内情報 

パラメータ BIN/BCD 最大長 規定長（オクテット）

事業者識別コード BCD ２オクテット
Ｇ
Ｔ
情
報

網内情報 BIN ２オクテット
２／３／４ 

 

E.6 グローバルタイトル管理データ 

禁止状態／輻輳状態のグローバルタイトル管理で必要となるデータは、「事業者識別コード（必須：

２オクテット）」、「サービス識別コード（必要時：１オクテット）」、「サービス固有情報（必要時：BCD

単位に桁数も管理）」及び、「網内情報（必要時：オクテット単位）」とする。 

 

E.7 ＳＣＣＰ管理におけるグローバルタイトル管理 

ＳＣＣＰ管理では、受信したＸＵＤＴ信号の着信アドレス情報に含まれるグローバルタイトルが規制

の対象となるかの判定を以下の条件で行なう。 

 

・信号網接続では以下の翻訳タイプを管理の対象とする。 

「事業者識別コード＋サービス識別情報」 

「事業者識別コード＋網内情報」 

・ＳＣＣＰ管理にて、管理されているグローバルタイトルの桁数まで一致するＸＵＤＴ信号を規制の

対象とする。 

・管理されている桁数以上の部分については Don’t careとする。 
 

E.8 信号網接続におけるグローバルタイトル管理 

E.8.1 信号網接続における禁止管理の考え方 

－「グローバルタイトル転送禁止」（ＧＴＰ）は、前位翻訳ノードにおける迂回制御を可能とするた

め、ＳＣＭＧメッセージに設定された関連グローバルタイトルについて、自局ではグローバルタイトル

中継が行なえないことを通知することを目的に前位翻訳ノードに送出される。 

 

－「グローバルタイトル転送禁止」（ＧＴＰ）のＳＣＭＧデータ部に設定される関連グローバルタイ

トルは、ＧＴＰメッセージ送出の契機となったＸＵＤＴメッセージの着アドレスに設定されているグロ

ーバルタイトル情報を含む着信ノードを代表するグローバルタイトルが設定される。 

 

－ＸＵＤＴ着信ノードが故障等により信号受信が行なえない場合には、故障を検出した中継ノードに

おいてＸＵＤＴ着信ノードに帰属するグローバルタイトルを禁止状態として管理し、当該故障ノード向

け信号の受信を契機としたＧＴＰ信号を前位翻訳ノードに送出する。 

 

－ＧＴＰ受信ノードでは、ＳＣＭＧメッセージに設定された関連グローバルタイトルを用いてＧＴＰ

発信ノード向けに信号を送出することを規制し、代替翻訳ノードが選択できる場合は代替翻訳ノードを

選択し信号中継を行ない、代替翻訳ノードがない場合は前位翻訳ノードにＧＴＰを応答形式にて送出す

る。 
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E.8.2 信号網接続における輻輳管理の考え方 

－「グローバルタイトルトラヒック制御」（ＧＴＣ）は、ＳＣＭＧメッセージに設定された関連グロ

ーバルタイトルが輻輳状態であることを発信号局に通知し、発信号局において輻輳制御を起動すること

を要求するために送出される。 

 

－輻輳検出局では、ＭＴＰ部におけるプライオリティ制御に準じ、ＭＴＰ部において輻輳検出を契機

とした、「ＭＴＰ－状態（輻輳）」表示プリミティブにて、着信号局が輻輳状態であることを認識する。

ＳＣＣＰ部では輻輳対地に属するグローバルタイトルを着アドレスに設定したＸＵＤＴ信号を受信し

た場合は、当該ＸＵＤＴ信号の中継動作を行なうと共に、発信号局（当該ＸＵＤＴを生成した局）に向

けて「グローバルタイトルトラヒック制御」（ＧＴＣ）信号を送出する。 

 

－「グローバルタイトルトラヒック制御」（ＧＴＣ）のＳＣＭＧデータ部に設定される関連グローバ

ルタイトルは、ＧＴＣメッセージ送出の契機となったＸＵＤＴメッセージの着アドレスに設定されてい

るグローバルタイトル情報を含む着信ノードを代表するグローバルタイトルが設定される。 

 

－輻輳検出ノードのＳＣＣＰ部は、ＸＵＤＴの中継を行なうが、ＭＴＰ部において輻輳廃棄レベルに

達していた場合、メッセージプライオリティの低い信号は廃棄される。 

 

－ＧＴＣ受信ノードでは、ＳＣＭＧメッセージに設定された関連グローバルタイトルについてトラヒ

ック制御を行なう。具体的な制御方法についてはアプリケーションの規定に委ねられる。 
 

E.9 ＳＣＣＰ管理の状態遷移図 

E.9.1 概略 

ＩＴＵ－Ｔ仕様記述言語（ＳＤＬ）に従って、ＳＣＣＰ管理部（ＳＣＭＧ）機能を説明する。 

図Ｅ－9.1／ＮＴＴ－Ｑ７１４は機能ブロックの相互作用及び、他の主たる機能（例えばＳＣＣＰコ

ネクションレス制御部（ＳＣＬＣ））との機能的相互間作用を示している。 

これは図Ｅ－9.2／ＮＴＴ－Ｑ７１４から図Ｅ－9.9／ＮＴＴ－Ｑ７１４に示すそれぞれの詳細な機

能細分は、参考モデルを説明し、ＳＣＣＰ管理手順の解釈を補助することを目的としている。状態遷移

図は遠隔ロケーションから見た正常／異常状態での信号方式の動作を明確に示すためのものである。以

下の図に示す機能的分割は、信号方式の動作の理解を容易にするためだけに利用されるもので、信号方

式を実際にインプリメントするのに採用できるような機能的分割への適用を目的とすることを意図し

ない。 

 

E.9.2 記法 

各種主たる機能はその略語にて明示される（例えばＳＣＭＧ＝ＳＣＣＰ管理部）。それぞれの機能ブ

ロックもそれと同一とみなす略語によって明示される（例えばＳＰＰＣ＝信号局禁止制御）。 

外部入出力は異なる機能ブロック間の相互作用に対して使用される。状態遷移図の内に含まれている

それぞれの入出力記号はメッセージの原因や用途である機能ブロックと同一とみなす略語である。例え

ば「ＳＰＰＣ→ＳＰＣＣ」は信号局禁止制御から信号輻輳制御に送られることを示す。 

内部の入出力は、タイマー制御を示すのに使用されるのみである。 

 

E.9.3 図 

図Ｅ－9.1／ＮＴＴ－Ｑ７１４はＳＣＣＰ管理部（ＳＣＭＧ）のより細かな機能ブロックの細分を示

しており、さらにそれらの機能間の相互作用も示している。これら機能ブロックそれぞれは、以下の状

態遷移図で説明される。 

ａ）信号局禁止制御（ＳＰＰＣ）は図Ｅ－9.2／ＮＴＴ－Ｑ７１４で示す。 

ｂ）信号局許可制御（ＳＰＡＣ）は図Ｅ－9.3／ＮＴＴ－Ｑ７１４で示す。 

ｃ）信号局輻輳制御（ＳＰＣＣ）は図Ｅ－9.4／ＮＴＴ－Ｑ７１４で示す。 

ｄ）ＧＴ禁止制御（ＧＴＰＣ）は図Ｅ－9.5／ＮＴＴ－Ｑ７１４で示す。 

ｅ）ＧＴ許可制御（ＧＴＡＣ）は図Ｅ－9.6／ＮＴＴ－Ｑ７１４で示す。 

ｆ）ＧＴ輻輳制御（ＧＴＣＣ）は図Ｅ－9.7／ＮＴＴ－Ｑ７１４で示す。 

ｇ）ローカル放送（ＬＢＣＳ）は図Ｅ－9.8／ＮＴＴ－Ｑ７１４で示す。 

ｈ）応答通知（ＡＫＩＦ）は図Ｅ－9.9／ＮＴＴ－Ｑ７１４で示す 

 

E.9.4 略語とタイマ 

図Ｅ－9.1／ＮＴＴ－Ｑ７１４から図Ｅ－9.9／ＮＴＴ－Ｑ７１４で使用している略語とタイマを以
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下にあげる。 

略語 

ＧＴ  グローバルタイトル 

ＧＴＣ グローバルタイトル転送禁止メッセージ 

ＧＴＰ グローバルタイトルトラヒック制御メッセージ 

ＭＴＰ メッセージ転送部 

ＳＣＣＰ 信号接続制御部 

ＳＣＬＣ ＳＣＣＰ接続制御 

ＳＣＭＧ ＳＣＣＰ管理部 

ＳＣＲＣ ＳＣＣＰルーチング制御 

ＰＣ  信号局番号 

タイマ 

Ｔ（ｃｏｎｇｅｓｔ ｉｎｆｏ．） 輻輳タイマ（２０秒） 

Ｔ（ｐｒｏｈｉｂｉｔ ｉｎｆｏ．） 禁止タイマ（３０秒） 

Ｔ（ＴＦＣ）    ＴＦＣ監視タイマ（１０秒） 
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図Ｅ－9. 1／ＮＴＴ－Ｑ７１４ ＳＣＣＰ管理（ＳＣＭＧ）概略図 

 

 

 

SCRC 

 

 

 

 

通知 

GTP 

GTC 

GTP送出要 

GTC送出要 

 

SCCPユーザ 

「N-GT休止」
  表示 

LBCS 
「GT休止」ﾛｰｶﾙ放送 

「GT再開」ﾛｰｶﾙ放送 

「GT輻輳」ﾛｰｶﾙ放送 

「GT輻輳解除」ﾛｰｶﾙ放送 

「N-GT再開」 
  表示 

「N-GT状態」
  表示 

GTPC 

SPPC SPCCSPAC 

「MTP-休止」 
  表示 

「MTP-再開」 
  表示 

「MTP-状態」 
  表示 

ＧＴ輻輳
解除 

ＧＴ休止

設定 
ＧＴ再開

設定 
信号局 
輻輳解除 

ＧＴ輻輳
設定 

AKIF
 

GTP 

GTC 

SCLC SCMG 

MTP

SPCC(Signalling Point Prohibited Control)：信号局禁止制御 
SPAC(Signalling Point Allowed Control)：信号局許可制御 
SPCC(Signalling Point Congested Control)：信号局輻輳制御 
GTPC(Global Title Prohibited Control)：ＧＴ禁止制御 
GTAC(Global Title Allowed Control)：ＧＴ許可制御 
GTCC(Global Title Congested Control)：ＧＴ輻輳制御 
LBCS(Local Broadcast)：ローカル放送 
AKIF(Acknowledged Information)：応答通知 

GTCCGTAC 
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図Ｅ－9. 2／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 信号局禁止制御（ＳＰＰＣ） 

 

 

空 

「MTP-休止」
 表示 
 MTP→SPPC 

リモート信号
局の禁止設定済

？ 

ＰＣより
関連グローバルタイトル

抽出 

信号局輻輳解除 
SPPC→SPCC 

リモート信号局禁止設定

関連
グローバルタイトル

有り？

Yes

No

空 

Yes

No

ＧＴ休止設定 
SPPC→GTPC



ＮＴＴ－Ｑ７１４ 技別１２－５６

図Ｅ－9. 3／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 信号局許可制御（ＳＰＡＣ） 

 

 

空 

「MTP-再開」
 表示 
 MTP→SPAC 

ＰＣより
関連グローバルタイトル

抽出 

関連
グローバルタイトル

有り？

Yes

空 

No

リモート信号局

許可設定 

ＧＴ再開設定 
SPAC→GTAC
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図Ｅ－9. 4／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 信号局輻輳制御（ＳＰＣＣ） 

 

 

空 

「MTP-状態」
 表示 
 MTP→SPCC 

リモート信号 
局の輻輳設定済 

？ 

ＰＣより 
関連グローバルタイトル

抽出 

リモート信号局輻輳設定

関連 
グローバルタイトル

有り？ 
Yes 

No 

空 

Yes

No 

輻輳 

通常

信号局輻輳解除 
 
SPPC→SPCC 

リモート信号 
局の輻輳設定済 

？ 

ＰＣより 
関連グローバルタイトル 

抽出 

リモート信号局 
輻輳解除設定 

関連
グローバルタイトル 

有り？

Yes 

Yes 

No 

No

理 由？ 

ＧＴ輻輳設定 
SPCC→GTCC 

ＧＴ輻輳解除 
SPCC→GTCC 
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図Ｅ－9. 5／ＮＴＴ－Ｑ７１４ ＧＴ禁止制御（ＧＴＰＣ） 

 

 

空 

ＧＴ休止設定 
 
SPPC→GTPC

Ｔ(prohibit info.) 
停止 

ＧＴ禁止設定

Ｔ 
(prohibit info.) 
動作中？ 

翻訳機能への 
通知 
GTPC→SCRC 

Yes

No 

空 

Yes 

No 

ＧＴ禁止設定

No

Yes

Ｔ(prohibit info.)
開始 

Ｔ(prohibit info.)
再開始 

Yes 

NoＴ 
(prohibit info.) 
動作中？ 

翻訳機能への
通知 
GTPC→SCRC 

SCMGメッセージ 
(GTP) 
SCRC→GTPC

ＧＴ禁止 
設定済？ 

ＧＴ禁止
設定済？ 

ＧＴ輻輳解除 
GTPC→GTCC
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図Ｅ－9. 6／ＮＴＴ－Ｑ７１４ ＧＴ許可制御（ＧＴＡＣ） 

 

 

空 

ＧＴ再開設定 
 
SPAC→GTAC

翻訳機能への
通知 
GTAC→SCRC 

空 

Ｔ(prohibit info.) 
 
完了

ＧＴ禁止解除

設定 



ＮＴＴ－Ｑ７１４ 技別１２－６０

 

図Ｅ－9. 7／ＮＴＴ－Ｑ７１４ ＧＴ輻輳制御（ＧＴＣＣ） 

 

 

ＧＴ輻輳設定 
 
SPCC→GTCC 

Ｔ(congest info.) 
停止 

ＧＴ輻輳設定 

Ｔ 
(congest info.) 
動作中？ 

翻訳機能への 
通知 
GTCC→SCRC 

Yes 

No 

Yes 

空 

No 

空 

Ｔ(congest info.)
再開始

ＧＴ輻輳設定

Ｔ
(congest info.) 
動作中？ 

翻訳機能への
通知 
GTCC→SCRC 

Yes

No

Yes

No

No

Yes 

Ｔ(congest info.)
開始

SCMGメッセージ 
（ＧＴＣ） 
SCRC→GTCC

翻訳機能への
通知 
GTCC→SCRC 

ＧＴ輻輳解除 
 
SPCC→GTCC

ＧＴ輻輳解除 
 
GTPC→GTCC 

Ｔ(congest info.) 
停止 

Yes 

No

Yes 

No

ＧＴ輻輳解除設定 

Ｔ 
(congest info.) 
動作中？ 

Ｔ(congest info.)
 
完了 

ＧＴ禁止
設定済？ 

ＧＴ輻輳
設定済？ 

ＧＴ輻輳 
設定済？ 

ＧＴ輻輳 
設定済？ 
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図Ｅ－9. 8／ＮＴＴ－Ｑ７１４ ローカル放送（ＬＢＣＳ） 

 

 

図Ｅ－9. 9／ＮＴＴ－Ｑ７１４ 応答通知（ＡＫＩＦ） 

 

▲ 

 

【ＪＴ－Ｑ７１４では▼▲を規定していない】

 

 

 

 

空 

空 

「ＧＴ休止」 
 ﾛｰｶﾙ放送 
 SCRC→LBCS 

「N-GT休止」表示 
 LBCS→ユーザ 

「ＧＴ再開」 
 ﾛｰｶﾙ放送 
 SCRC→LBCS

「N-GT再開」表示 
 LBCS→ユーザ 

「ＧＴ輻輳」 
 ﾛｰｶﾙ放送 
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「N-GT状態」表示 
 LBCS→ユーザ 
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空 
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AKIF→SCLC 
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AKIF→SCLC


